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日
文
研

フ
オ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
創
設
以
来

の
事
業

の
ひ
と

つ
で
す
。
海
外
の
日
本
研
究
者

と
市

民
と

の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
、

原
則
月

一
回
、
年
間
十
回
程
度
、
京
都
市
内

の
公
共

ス
ペ
ー

ス
で
、
日
文
研
を

訪
問
中

の
世
界
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
日
本
研
究
者
に
、
自
分

の
研
究

に

つ
い
て
自

由
に
語

っ
て
も
ら

い
、
参
加
者
と

の
知
的
交
流
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
報
告
書

の
公
刊
に
よ

っ
て
、
日
文
研

フ
ォ
ー
ラ
ム

へ
の

皆
様
の
関
心
と
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長

猪
木
武
徳
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ア
イ

ヌ
語
と
日
本
語
と
の
関
係
は
非
常
に
複
雑

で
あ
る
と
思
う
。
近
年
、
上
村
幸
雄
氏

は
ア
イ
ヌ
語
と

日
本
語
が
同
源

要
素
を
持

つ
可
能

性
に

つ
い
て
多

数
論
文
を

お
書

き
に
な
り

(上
村

8
0
P

P
O
O
ω
P

P
O
O
ω
F

P
O
O
メ

P
O
O
。。
)
、
大
変
勉
強
に
な

っ
た
。
私
も
以
前

は
諸
言
語

の
関
係
を
同
源
説

の
観
点
か
ら
研

究

し
て
い
た
が
、

こ
こ
八
年
間

に
私
の
研
究

の
焦
点

は
日
本
列
島
諸
言
語
と
そ

の
周
辺
の
諸
言
語

の
接
点

に
移
り
変
わ

っ
た

の
で
、
今

回
は
主

に
ア
イ
ヌ
語
か
ら
日
本
語

へ
の
借
用
語
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
上
代

n口

本
列
島

に
お
け
る
ア
イ
ヌ
語

の
分
布

に

つ
い
て
発
表
さ
せ
て
頂
く

つ
も
り
で
あ

る
。

現
在
通
説
と
な

っ
て
い
る
伝
統
的
な
意

見
は
、
上
代
日
本
語
に
は
ア
イ

ヌ
語
か
ら

の
借
用
語
は
殆
ど
な

、
と

い
う
も

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
佐
伯
梅
友
氏
は
、
上
代
中
央
日
本
語
に
見
ら
れ
る

冨
巳
冨

～
冨
巳
日冨

「桜

の
皮
」
の
み
を

ア
イ
ヌ
語

の

冨
旨

冨

「
山
桜

の
皮
」
の
借
用
語
と
し
て
挙
ら
れ
た

(佐
伯

ピ
い
P
ω
P
)
。

し
か
し
、
以
下
で
示
す
よ
う
に
、
冨
巳
冨

～
ξ
巳
目冨

「桜

の
皮
」

の
み
が
唯

一
の
例

で
は
な

い
。

ア
イ
ヌ
語
が
上
代

日
本
列
島
に
お
い
て
少
な
く
と
も
東
北
地
方

の
全
地
域

で
話
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
は
も
う
定
説
に
な

っ
た
と
言

っ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
地
名
は

い
う
ま
で
も
な
く
、
東
北

の
方
言
に
は

「
山
の
言
葉
」
と
し
て
残

っ
て
い
る
ア
イ
ヌ
語
の
言
葉
も
あ
る

(金

田

一

P
O
O
命

宝
O

ーミ
)
。
ま
た
、
関

東

の
古

い
地
名
を
見
る
と
、
「武
蔵
」
(
元
来
万
葉
仮
名
音
声
表
記

「牟
射
志
」
＼日
信
.N婁

＼)
、
「阿
之
賀
利
」

＼琶
、冨
ミ
な
ど
は
日
本
語

の
地
名

で
は
な
く
、

ア
イ
ヌ
語
で
あ
る
と
解
釈

で
き
る
。

1



〈
地

名

一
関

東
〉

「
牟

射

志

」

＼
8
5
.N
9
。・
く

「
武

蔵

」

た

と

え

ば

、

「
牟

射

志

」

＼目
⊆
.N
9
。・
ぐ

は

東

国

歌

に

出

る

。

萬

一
四

二
壬
二
七
九

(武
蔵
国

の
歌
)

和
我
世
故
乎

安
杼
可
母
伊
波
武

牟
射
志
野
乃

宇
家
良
我
波
奈

乃

登
吉
奈
伎
母
能
乎

わ
が
せ
こ
を

あ
ど
か
も

い
は
む

む
ざ

し
の
の

う
け
ら
が
は
な

の

と
き
な
き
も

の
を

我
が
背
子
を

あ
ど
か
も
言
は
む

武
蔵
野
の

う
け
ら
が
花

の

時
な
き
も

の
を

2

「牟
射

志

」く
目
`
.N9
。。ぐ

は

蕾目
き

。。㊤
。。一
に
遡

る
。

梼
日
巷

旨
巴

は

日
本

語
と

し

て

の
解

釈

は

困
難

だ
が

、

ア
イ

ヌ
語

で
は
完

全

に
意
味

が

通

る
。
ア
イ

ヌ
語

目
自

「
草
」
(服
部

一〇
ひ
井

6
ひ
)
、
夥

「濱

」
(知

里

ち
い
ひ
親

　

 =
ω
)
、
「野

原
」

(】W
9
一〇げ
0一〇
円
一
〇
P
ひ
日
N甼O
り
)
、
自

三
人

称

所
有
接

尾

辞

(
日
本

語

で
は

-臣

は

-。・一
に
な

る
。

後
述

の
上
代

東

国

日
本
語

の
言
葉

で
あ

る

「思
太

～

之
太

」

葭
.量
＼
「時
」

〈

ア
イ

ヌ
語

ぼ

$

も

参

照
)
。

従

っ
て
、
武

蔵

は

「牟
射

志

」
＼目
`
.N9
。。ぐ

く

蒡目
巷

。・㊤
色

く

梼
日
き

。。甲
ぼ

「草

の
野
原
」

で

あ

ろ
う
。

武



蔵
は
東
京
に
変
わ
る
以
前

は
、
日
本
で

一
番
大
き

い
草

の
野
原
だ

っ
た
に
ち
が

い
な

い
。

「
阿
之
賀
利
」
＼
9
巴
、σQ

巴
＼
「
足
柄
」

あ
し
が
ら

次

に

「
足
柄
」
を
見
て
み
よ
う
。

「阿
之
賀
利
」
＼琶

、αq
僧ユ
＼

ま
た
は

「安
思
我
良
」
＼婁

。σq
輿
9＼

と

い
う

地
名
も
東
国
歌
に
出

て
く
る
。

萬

一
四

・
三
四
三

一

(相
模
国
の
歌
)

阿
之
我
里
乃

安
伎
奈

乃
夜
麻
尓

比
古
布
祢
乃

斯
利
比
可
志

母
與

許
己
波
故
賀
多
尓

あ
し
が
り
の

あ
き
な

の
や
ま
に

ひ
ご
ふ
ね

の

し
り
ひ
か
し
も
よ

こ
こ
ば

こ
が
た
に

足
柄

の

安
伎
奈

の
山
に

引
こ
舟

の

後
引
か
し
も
よ

こ
こ
ば
来
が
た
に

萬

一
四

・
三
三
六
三

(相
模

の
国

の
歌
)

和
我
世
古
乎

夜
麻
登
敝
夜
利
弖

麻
都
之
太
須

安
思
我
良
夜
麻
乃

須
疑
乃
木
能
末
可

わ
が
せ
こ
を

や
ま
と

へ
や
り
て

ま

つ
し
だ
す

あ
し
が
ら
や
ま

の

す
ぎ

の
こ
の
ま
か

我
が
背
子
を

大
和

へ
遣
り
て

待

つ
時
す

足
柄
山

の

杉

の
木

の
問
か

一3



阿
之
賀

利

＼量

。σq
巴

＼
ま

た

は
安

思

我
良

＼9
巴
、。。9
逗

に

は
後

世

「足

柄
」

と

い
う
漢

字

が

当

て
ら

れ
た

と

し

て
も
、
地

名

と

し

て
余

り
意

味

が

通
じ

な

い
だ

ろ
う
。
安

思

我
良

＼琶

。oq
碧
ミ

は

阿

之
賀

利

＼蟲

、σq豊

＼

よ

り
頻

繁

に
現

れ

る
が
、

こ

の
音

声

上

の
違

い
は

＼婁

.oq
9ユ
＼

〉
＼琶

。σ。
鐔
ミ

の
音

声

同

化

の
結

果

で
あ

ろ

う
。

と

こ
ろ

で
、

阿

之
賀

利

＼9
巴
.σq
9ミ

は
北

海
道

に
あ

る

「石
狩

川

」

の

一。・貯
9ユ

[一。。一σq
卑二
]
を
連

想
さ

せ

は

し
な

い
だ

ろ

う

か
。

ア
イ

ヌ
語

の

。・貯
9ユ

[の督
9
邑

は

。。貯
・
二

[。。お
9包

「
川

の
中

の
水

の
回

流
す

る

所
」

ま

た

は

罕
冨
ユ
「迂

回
す

る
、
回

る
、
回
流

す

る
」
と

し

て
解

釈
さ

れ

る
傾

向

が
あ

る

(知

里

お

い
ひ
親

一P
O
)
。

ア
イ

ヌ
語

の

冨
ユ
は

「
回

る
、
徘

徊
す

る
」
と

い
う

意
味

を

持

っ
て

い
る

(菅

野

P
O
O
D
…
P
O
N
)
。
し
か

し
、
冨
二

は
説

明

が

つ
く

と

し

て
も
、

残

り

の
部
分

の

9。。学

は
説

明

が
困

難

で
あ

る
。

ア
イ

ヌ
語

に

は

一
人
称

の
複

数

の
包

括
接

頭

語

㌣

が

あ

る
が

、
そ

の

甲

は
他

動
詞

に

し

か
付

か
な

い
。
色

-
は
ア

イ

ヌ

語

の

。・学

「自

分
」

と

解
釈

す

る

可
能
性

も

あ

る
が

、
私

の
意

見

で
は
、

そ

の
よ

う
な
解

釈

は
信

憑

性

が
低

い
。

で
は
、

も
う

一
つ
の
可

能
性

を
考

え

て
み
よ

う
。
ア

イ

ヌ
語

の
千
歳

方

言
、
沙

流

方

言
と

旭

川
方

言

に

は

訝
冨
巨

。

「き

れ

い
、
清
潔

な

、
清

い
」
と

い
う

言
葉

が

あ

る

(中

川

一
〇
〇
い
"
ひ
)
、
(
田
村

一遷
9

P
。。
)
、
(菅

野

P
O
8

…
一い
)
、

(太

田

P
O
O
い
"
一〇
)
。

ア

イ

ヌ
語

で
は

-8
-

子

音
群

は

い

つ
も

-目
-

に
変

化

す

る
た

め

(知

里

6
い
ひ
げ
"

一$
も
一
)
、

(中
川

・
中
本

一ゆ
旨

二

い
)
、
ア
イ

ヌ
祖

語

で
は

梼ーヨ
ー
を

再
構

し
な
け

れ
ば

な

ら

な

い

(<
o
≦
昌

6
0
ω
"
ω
。。
)
。

従

っ
て
、
盻
惹
菖

。

は

♂
ω惹
B
o

に
な

る
。

よ
。。惹
8
0

の

-器

は

ア
イ

ヌ
語

の
繋

辞

の

口
o

で
あ

る
か
ら

、
語
幹

は

♂
。・冨
〒

で
あ

る
。
ア
イ

ヌ
語

の
接

尾

語

亠

は
場

所
を

表
す

(知

里

這

い
ひ
げ
…
霜
斜
)
。

4



之
う

考

え

る
と

、

蒡謗
冨
円亠

は

「清

い
所
」

に
な

る
だ

ろ

う
。

上

代

日
本

語

に

は
閉

音
節

が

な

か

っ
た

た

め
、

ま
。。ζ
〒
一
は

昶
㊤
。。貯
巴

と

し

て
借

用
さ

れ
、

蒡
9
。・貯
9鼠

は

二
次
的

な

鼻
音

化

で

琶

。σq
9巨

「阿

之
賀

利

」

ま

た

は

「足
柄

」

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

・

〈
地

名

"
中

部

〉

能
登
半
島
の
「能
登
」

5

 

関
東

の
地
方
だ
け
で
は
な
く
、
中
部

の
地
方

に
も
ア
イ

ヌ
語
地
名
が
残

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と

え
ば
、
能
登
半
島

の
「能
登
」
も

『
萬
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
。

萬

一
七

・
四
〇
二
六

(家
持

の
歌
)

登
夫
佐
多
鵜

船
木
伎
流
等
伊
布

能
登
乃
嶋
山

今
日
見
者

許
太
知
之
氣
思
物

伊
久
代
神
備
曽

と
ぶ
さ
た

て

ふ
な
ぎ
き
る
と
い
ふ

の
と
の
し
ま
や
ま

け
ふ
み
れ
ば

こ
だ
ち
し
げ
し
も

い
く
よ

か
む
び
そ



図1家 持が この歌を詠んだ所か ら見える能 登島(著 者 の写真)

と
ぶ
さ
立
て

舟

木
伐

る
と

い
ふ

能
登
の
島
山

今
日
見

れ
ば

木
立
繁
し
も

幾
代
神
び
そ

能

登
の
島
は
現
代

の
石
川
県

の
七
尾
市

の
北
に
あ
る
能
登

半
島

で
あ
る
。

「能

登
」

(上

代

日
本

語

口
9
α
)

は

日
本

語

で

は
解

釈

で
き

な

い
が
、

ア
イ

ヌ
語

の

昌
9

「岬

」
、

「あ
ご

」

(
知

里

6
い
ひ
費

ひ
。。
)
、
昌
o
↓肉
o
〒
冨
目
ξ

「
岬

の
神

」
に
も

見
ら

れ

る

口
曾

「岬

」

(山

本

P
O
O
井

一
。。
ひ
)

と

し

て
で
あ

れ
ば

説

明

で
き

る

で
あ

ろ
う

。

能

登
半

島

は

半
島

と

言

え

ど
も

、
や

は

り
大

き

な

岬

で
あ

る
。

uu
讐
魯
9
自

の

ア
イ

ヌ
語
辞

典

に

は
、
昌
2

「岬

」

以
外

に

も
、
⇒
0
8

「大

イ

ナ

ル

岬

」

が
載

せ

ら
れ

て

い
る
が

(
一〇
P
ひ
"
ω
一ひ
)

が

、
他

の
ア

イ

ヌ
語

の
資

料

で
支

持

さ

れ

て

い
な

い

ゆ
98
げ
皀
自

の
語
彙

記
録

は
信

用

性

に

欠

け

る
。

他

の

ア
イ

ヌ
語

の
方

言

を

見

る
と

、
昌
。
8

は

「
凪
」

で
あ

る
。

し

か

し
、

前

に
も

言

及

し
た

よ

う

に
、

上
代

日
本

語

に
は

閉
音

節

が
な

か

っ
た

の

で
、

ア
イ

ヌ
語

の

昌
9

「岬

」
が

上
代

日
本

語

に
入

り
、

反
響

母
音

＼α
＼
が
付

く

の
は
不

思
議

で
は
な

い
。

6



気
多
神
社

・
氣
太
神
社

け

た

け

だ

か
む
み
や

能
登
半
島

の
南

西

の
羽
咋
市

の
北
に
あ
る
気
多
神
社

は
氣
太
神
宮

と
し
て
萬

一
七

・
四
〇
二
五
の
題
に

出

て
く
る
。

萬

一
七

・
四
〇
二
五

(家
持

の
歌

の
題
)

赴
参
氣
太
神
宮
行
海
邊
之
時
作
歌

一
首

気
太
神
宮
に
赴
き
参
り
、
海

辺
を
行
く
時
に
作
る
歌

一
首

一7

 

「気
多
」

(上
代

日
本
語

の

犀
蝉
9
)
に
し
て
も
、

「氣
太
」

(上
代
日
本
語
の

冨
。紆
)
に
し
て
も
、
明
ら

か
に

「気
多
」

「氣
太
」

は
日
本
語
で
は
な

い
。
上
代

日
本
語

の
言
葉

の
最
初

の
音
節

に
は
甲
類
母
音

＼Φ＼

も
、
乙
類
母
音

＼α＼
も
、
ほ
と
ん
ど
現
れ
な

い
。
両
方
と
も
二
次
的
で
あ
る
か
ら

(①
〈
。
5

α
〈
。巴
～
詳
図
)
、

不
思
議

で
は
な

い
。
『
萬
葉
集
』
に
出

る

「氣
太
」
に
は
無
声
子
音

ミ

で
は
な
く
、
鼻
音
有
声
子
音

＼.α
＼

が
現
れ
る
の
は
こ
の
神
社

の
名
前

の
語
源
に
著
し

い
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
、
少
し
後
で
述

べ
る
。

残
念
な
が
ら
、
私
は
羽
咋
市

の
気
多
神
社
を
訪
問
す
る
機
会
が
な
か

っ
た
が
、
能
登
半
島

の
南

東
近
く



図3加 賀藩の梅鉢紋

図2気 多神 社の馬(著 者 の写真)

に
あ
る
富
山
県

の
高
岡
市

の
北
に
も

「気
多
神
社
」
が
あ
る
。

幸
運
に
も
、
高
岡
市

の

「気
多
神
社
」

に
は
訪
れ
る
事
が

で

き
た
。

そ
の

「気
多
神
社
」
に
入
る
と
、
先
ず

目
に
入
る
の

は
写
真

の
馬
で
あ
る
。

そ

の
馬

の
脇
に
星
の
よ
う
な
、
花

の
よ
う
な
印
が
見
え
る
。

神
主

に
そ
の
印

に

つ
い
て
尋
ね
た
所
、

「
あ
れ
は
加
賀
前

田

藩

の
紋
か
も
し
れ
な

い
」
と
教
え

て
く
れ
た
。
加
賀
藩

の
紋

は
加
賀
梅
鉢

で
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

前

田
家

の
紋

は
馬
に
付
け
ら
れ
た
印
に
よ
く
似
て

い
る
け

れ
ど
も
、
全

く
同
じ

で
は
な

い
。
神
社

の
入
り
口
に
近
づ
く

と
、

天
井
に
次

の
よ
う
な
電
灯
が
見
え
る
。

電
灯
の
ガ
ラ

ス
に
装
飾
さ
れ
た
印
も
馬
に
見
ら
れ
た
印
と

同
様
、
加
賀
藩

の
梅
鉢
紋
に
非
常
に
似

て
い
る
が
、
多

少
の

違

い
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
か
ら
、
歴
史
上

の
問
題
も
あ
る
。

先
ず
、
加
賀
藩
主
前

田
家

の
祖
先
で
あ

る
前

田
利
家

(
一

五
三
人
-

一
五
九
九
)
は
、

桶
狭
間

の
戦

い
に
始
ま
り
、
織

田

8



信
長
に
仕
え
た
。
そ
し
て
、
前
田
家

の
始
ま
り
は
十
六
世
紀
で
、
前

田
家

の
出
身
は
越
中
で
は
な
く
、
尾

張
で
あ

る
。
が
、
高
岡
市

の
気
多
神
社

の
本
殿
は
鎌
倉
時
代

の
も

の
で
あ
る
。
神
社

の
歴
史

は
確

か
に
今

に
残

っ
て
い
る
鎌
倉
時
代
の
本
殿
よ
り
も

っ
と
古

い
と
考
え
て
も

い
い
だ
ろ
う
。
本
殿
に
は
勿
論
入
れ
な

い
が
、
神
主
に
よ
る
と
、
中
に
は
同
じ
図
柄
が
あ
る
そ
う
だ
。

ア
イ

ヌ
語
に
は

冨
富

「冨
9

～

オ
①
∪
巴

「
星
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
な
お
、

ア
イ

ヌ
語
に
は
母
音

の

図4気 多神社の電灯(著 者の写真)

図5気 多神社の本殿(著 者の写真)

問
と
鼻
音

子
音

の

後

に
あ

る
無
声
破

裂
音

な
ト

ミ
"
＼ミ

は

い

つ
も
有
声
破

裂
音

「
三

[色

Ψ

Ψ

「
σq
」
ま

た

は

半

有

声

破

裂

音

[
じσ
ど

[∪
]

「O
]
と

し
て

Ψ

発
音
さ

れ
る
。

し

か
し
、

羽
咋
市

の

気
多
神
社

は

『
萬

9



葉
集

』

の
時

代

に

は

「氣

太

神
宮

」

と
言

わ

れ
た
。

上

代

日
本

語

の

「氣
太

」

は
確

か

に

＼器

.量
＼

だ

つ

た
。

ア
イ

ヌ
語

の

器
蜜

「困
o
】)
巴

「
星
」

は
上

代

日
本

語

に

は

＼器
.量
＼
に

な

る

の
は
な
ぜ

だ

ろ
う

か
。

理

由

は
簡

単

だ
。

ア
イ

ヌ
語

の
よ

う

に
、
上

代

日
本

語

に

は
有

声

破
裂

音

[げ
尸

[◎
L
Ψ
[。・
]
ま

た

は
半
有

声
破

裂

音

[uσ
]
Ψ
[∪
]
」

o
]
は
な

か

っ
た

。
存

在

し

た
破
裂

子
音

は
無

声
破

裂
音

＼℃
＼気

ド

＼ミ

と

鼻
音

有

声
破

裂

音

き

＼Ψ
ま

＼気
、σq＼
の
み
で
あ

っ
た
。

従

っ
て
、

ア
イ

ヌ
語

の
有

声
破

裂
音

[げ
凵
」

住
尸

[σ・
]
ま

た

は
半
有

声

破
裂

音

「uu
ど

[∪
尸

「O
凵
を

反
映

す

る
方
法

は

二

つ
だ

け
だ

っ
た
。

そ
れ

を
無

声
破

裂

音

言
＼"
ミ
u
＼ζ

に
す

る

か
、
或

い
は
鼻

音
有

声

破
裂

音

＼,げ
＼Ψ
＼.良

＼.σq
＼
に
す

る
か

で
あ

る
。

ア
イ

ヌ
語

の

冨

蜜

[冨
∪
巴

「星
」
が

「氣

太

」
＼器
.量
＼
と
書

か
れ

た

の
は
、

二
番

目

の
方

法

に
当

た

る
。
ま

た
、

こ

の
例

に
限

ら
ず

、

ア
イ

ヌ
語

か
ら

の
古

い
借

用

語

に
お

け

る
ア
イ

ヌ
語

の
有

声

破
裂

音

[げ
]
Ψ
[α
尸

「oq
」
ま
た

は

半
有

声
破

裂

ヨ

音

[ごu
凵
w
ロ
)
ど

「O
]
は
、
上
代

日
本
語

で
は
常
に
鼻
音
有
声
破
裂
音

、
げ
＼w
＼.良

＼.oq＼に
な
る
。
こ
の
現
象

に

つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
、
そ
の
他

の
例
に
よ

っ
て
も
証
明
さ
れ
る
。

大
昔
は
今

の
気
多
神
社
が
建

っ
て
い
る
所
で
ア
イ

ヌ
語

の

一
種
を
話
し
て
い
た
原
住
民
が
星
を
崇
拝

し

て
い
た
と
考
え

て
も
い
い
だ
ろ
う
。
神
社

の
名
前
は
そ
の
名
残
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
神
社

の
中

に

あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
星

の
よ
う
な
印
も
そ

の
名
残
か
も
し
れ
な

い
。
勿
論
、
星

の
図
柄
が
後
世
に
加
賀

藩

の
梅
鉢
紋
と
あ
る
程
度
混
合
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
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小お

矢や

部べ
川

富
山
県
に
は

「
部
」
＼む
o
＼

で
終
わ
る
川
の
地
名
が

二

つ
あ
る
。
富
山
県

の
西
に
流
れ
る
小
矢
部
川
と

く

ろ

べ

富
山
県

の
東
に
流
れ
る
黒
部
川

で
あ
る
。

で
は
小
矢
部
川
か
ら
見
て
み
よ
う
。

お

や

べ

い

み

ず

図6南 砺市福光町の小矢部川の中流(著:者 の写真)

一
般

に
、
小
矢

部
川
は
奈
良
時
代

に
は
射
水
川
と
呼
ば
れ

て

い
た
と
信

じ
ら

れ
て

い
る
が
、
実
際
奈
良
時
代
に
は
小
矢

部
川

つ
ざ

わ

し
よ
う
が
わ

は
津
沢
南
方

(現
在

の
小
矢
部
市

に
あ
る
)
で
庄

川
と
合
流

し
、

射
水
川
と
な

っ
た

(坂
井

一
〇
刈
O
"

P
曽
)
。
従

っ
て
、
津
沢
ま
で

は
小
矢
部
川
と

い
う
地
名
が
奈

良
時
代

に
も
存
在

し
て
い
た
と

思
わ
れ

る
が
、
文
献
上

で
は
鎌
倉
時
代

ま
た
は
南
北
朝
時
代
に

げ
ん
べ
い
じ
よ
う
す
い
き

　

成

立

し
た

『
源

平

盛
衰

記
』

の
第

二

十
巻

に
初

め

て
見

ら

れ

る

(高

瀬

一ε
毎

ひ
い
)
。

日
本

語

の
地
名

と

し

て

「
小
矢
部

」

は
変

わ

っ
て

い
る
。

特

に

最

後

に

出

る

「部

」

＼σ
①＼

は
余

り
意
味

が

な

く
、

当

て
字

ら

し

い
。
そ

の

「部

」
は
北
海

道

に
於

け

る
川

の
地
名

の

「別
」
＼σ
oε
＼

11



を
連
想

さ

せ

る
。

た
と

え
ば

、

北
海

道

の

「幌

別
」

は
実

際

ア

イ

ヌ
語

の

b
o
δ

b
9

「大

き

い
川

」

で
あ

る
。
前

に
も

言

及

し
た
よ

う

に
、

ア

イ

ヌ
語

℃
o
δ

b
皿

は

[b
o
8

げ
o血

ま

た

は

[℃
o
δ

UU
¢自

と

し

て

発
音

さ

れ

る
た

め
、

日
本

語

で

は

聞
o
δ
げ
。言

〉

出
o
δ
げ
o誘
=

に
な

っ
た
。

前

述

の
ア
イ

ヌ
語

昌
9

「岬

」
〉

上
代

中
央

日
本

語

「能

登

」
と

同

じ
よ

う

に
、
ア
イ

ヌ
語

の

b
。
δ

℃
9

か

ら
借

用
さ

れ

た

「
幌
別

」
=
。
δ
げ
。諾
自

は

反
響

母
音

を

加
え

、

日
本

語

の
地

名

に
な

っ
た
が

、

「小
矢

部

」

の

「部

」
＼げ
①＼

の
場
合

に

は
、

反
響

母
音

を

加
え

ず

、

ア
イ

ヌ
語

の

b
曾

「
川
」

の
最

後

の
子
音

＼-↓＼

は

そ

の
ま
ま

脱
落

し
た
。

こ
う
説

明
す

る
と

矛
盾

し

て

い
る
よ

う

に
見

え

る
か

も

し
れ
な

い
が
、

実
際

、

上
代

日
本

語
は
音

節

末

子

音

を
持

っ
て

い
る

外
国

語

を
借

用
す

る
時

に
、
音

節

末

子
音

に

反
響

母
音

を
加

え

る
傾

向

と
、
音

節

末

子

音

を
脱

落

さ

せ

る
傾

向

の
両
方

が
あ

っ
た
。
た
と

え
ば

、
上

代

日
本

語

の

冨
蜜
蠧

「
刀
」
は
上
代

韓

国
語

の
挙
痒
似口
感
夢

「
刀
」

(挙
弩
晋

二

」
、

ぽ
鋒
げ

「
刃
」
)

の
借

用
語

で

(<
。
<
言

P
O
O
い
碧

ま
)
、

蒔
似叡
ロ
の

占

と

梼
感
旨

の

-厳

は
脱
落

し
た
。

ま

た
、

ア
イ

ヌ
語

℃
傘

「
川
」

を
反

映
す

る

「部

」
＼σ
o
＼
は
東

北

の
地

名

に
も

見
ら

う

ち
ま

ん
べ

れ
る
。
た
と
え
ば
、
青
森
県

の
青
森
市

に
あ
る
内
真
部
と

い
う
川

の
名
前
が
そ
う
だ

(
西
鶴

6
0
い
"
ゆ
)
。

う

ち
ま
ん

べ

東
北

の
方

言

の
大

部

分

は
上

代

日
本

語

の

＼ヨ
げ
＼
と

㌔
ユ
＼
を

そ

の
ま

ま

に
保
存

す

る

の
で
、
内

真

部

の

占
7

7
♂
-」

は

ア
イ

ヌ
語

の
有

声

子
音

[げ
]
Ψ
[◎
ど

[αq
凵

が

上
代

日
本

語

の
鼻

音
有

声

子
音

、
σ
＼w
＼.α
＼気
、α。
＼
に

反

映
さ

れ

る

こ
と

を
証

明

す

る
。

「小
矢

部

」

の

「
小
矢

」
＼o
葦
＼

も

「
小
さ

い
矢

」

で
は
な

く
、

ア
イ

ヌ
語

で
あ

る
と

思

う

。
岩

手
県

12一



し

わ

お

や

し

べ
つ

の
紫

波

郡

に
は
於

夜
志

別

川

と

い
う

川
あ

り
、

こ

の
名
前

は

ア
イ

ヌ
語

の

o
図
9
を

(置
昌
9
)
自

b
9

「
は

こ

べ
が
無

数

に
生
え

て

い
る
川
」

と
解

釈

さ

れ

る

(西

鶴

6
ゆ
い
"
=

一)
。

し
か

し
、

西
鶴

氏

の
解

釈

に

は
十

分

説

明

で
き

な

い
点

が

三

つ
が
あ

る
。

先

ず

、

ア
イ

ヌ
語

。
図
署

は

「蛇

」

で
あ

り
、

「
は

こ

べ
」

で
は

な

い
。
勿

論

、
ア
イ

ヌ
語

。
ぢ
≦

匠
蠧

は

「は

こ

べ
」
で
あ

る
が
、
こ
れ

は
明

ら

か

に

。
冒
≦

「
蛇

」
と

匠
蠧

お

や

し

べ
つ

「食
用

の
草
」
か
ら
な
る
合
成
語
で
あ
る
。
第
二
に
、
於
夜
志
別
か
ら

匠
蟇

「食
用
の
草
」
が
な
ぜ
消
え

た
か
と

い
う
説
明
が
な

い
。
第
三
に
、
ア
イ

ヌ
語

の
合
成
語

。
葦
≦

匹
§

「
は
こ
べ
」
は
樺
太

の
白
浦
方

　

言

で

し
か
使

わ

れ
な

い

(知

里

一
〇
ま

二

い
ω
)

。

ア
イ

ヌ
語

o図
9≦

「蛇

」

は
樺

太

の
ラ
イ

チ

シ
カ
方

言
、

南

北

海
道

の
八

雲
方

言

の
古

い
祈

り
に

も

身

9。≦

「蛇

」
と

。
葛
≦

冨
ヨ
蕘

「蛇

の
神

」
と

し

て
使

わ

れ

て

い
る

(服
部

6
ひ
命

6
0
)
。
そ

れ
以

外

に
も
、
樺

太

ア
イ

ヌ
語

。
ぢ
≦

「蛇

」
は
村

崎

6
ま

・
弓
房
巳

。。匹

一
〇
〇
。。

ロ
O
這
]
・
井

筒

P
O
O
ひ
の
資

料

に
基

づ

く
新

し

い
樺
太

ア
イ

ヌ
語

の
辞

典

(
手
塚
梨

恵

・
上

野

愛

理

な

ど

D
O
O
・。
"
這
。。
)

に
も

記
載

さ

れ

て

い
る
。

ま
た
、

北

海
道

の

o
ぢ
≦

「蛇
」

は

uu
98
げ
9
自

の
辞

典

に

は

そ

の
ま
ま

(一〇
D
ひ
…
ω
い
い
)
、
O
o
げ
q
o↓<
o
話
臣

の
辞

典

に

は

o
ぢ
く

「蛇

」

と

し
て

(一
。。
刈
い
…
P
凸

)
、

そ

し

て

睾

旨
α
。。匹

の
資

料

に
も

ε
鐙

「蛇

」
と

し

て
記

載
さ

れ

て
い

る

(
6
0
。。
ロ
O
旨
」
"
$

ひ
)
。
従

っ
て
、

二
十

世
紀

以
前

の

ア
イ

ヌ
方

言

に

は

。
巻
≦

「
蛇

」

は
も

っ
と
広

く

分
布

し

て

い
た

に
違

い
な

い
。

以
上

を
考
慮

に
入

れ

る
と
、

西

富

山

の
小
矢

部

川

は
元
来

ア
イ

ヌ
語

の

。
ぢ
≦

℃
卑

「蛇

の
川

」

で
あ

っ
た
と

思

う
。

こ

の
結

論

を
支

持

す

る

二

つ
の
事
実

を

挙
げ

た

い
。

先
ず

、

小
矢

部

川

の
流

れ

は

(特

に

上
流

と

13



二上 山か ら小矢部丿1を見る図7

悪王子社か ら六渡寺 ・放生津方面 をみ る。河川 の注 ぎ込図8

む海は富山湾。
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下
流
)
か
な
り
曲
が
り
く
ね

っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
小
矢
部
川
に
は
蛇
に
ま

つ
わ
る
次

の
伝
説
が

あ
る
。

「
二
上
山

の
山
頂

に
は

『
奥

の
御
前

(御
膳
)
』
と
も
言
わ
れ
る
日
吉
神
社
が
、
ま
た
小
さ
な
峰

の

『
前

の
御
前

(御
膳
)
』
に
は
、
そ
の
名
も
恐
ろ
し
い

「悪
王
子
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。



二
上

の
神
は
山

の
神

で
あ
り
、
水

の
神
。
そ
し
て
、
雨
や
水
を
人

々
に
恵

み
与
え

る
農
耕

の
神
で

も
あ

っ
た
。

し
か
し
、

こ
の
神
様

の
機
嫌

を
そ
こ
ね
れ
ば
、
旱
魃
や
洪
水
、
天
変
地
異
が

人

々
を

襲
う
。
人

々
は

一
生
懸
命

に
働
き
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら

い

一
生
懸
命

に
二
上

の
神
を
も
て
な
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

つ
ま
り

一
ヶ
月
に
五
人
も

の
若

い
娘
を
神
に
、

い
け
に
え
と
し
て
捧
げ

る
の

が
し
き
た
り
と
な

っ
て
い
た
。

小
矢
部
川

の
下
流
、
六
渡
寺

か
ら
放
生
津

へ
向
か
う
道
沿

い
の
村

の

「ま
な

い
た
橋
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な

石
の
橋

に
、
娘
を

の
せ
た
輿
を
置
き
去
り
に
す
る
と
、
ど
こ

か
ら
と
も
な
く
高
貴
な
香
が
辺
り

一
面
に
漂
い
始
め
不
思
議
な
音
色
が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と
、
突

風
が

二
上
山
か
ら
吹
き
降
ろ
し
娘
を
輿
も
ろ
と
も
巻
き
上
げ
連
れ
去

っ
て
し
ま
う

の
だ

っ
た
。
娘
と

親

は
為
す
術
も
な
く
嘆
き
悲
し
む
し
か
な
か

っ
た
。

た
わ
ら
の
と
う
た

そ

の
こ
ろ
都
に
は
藤
原
秀
郷
と

い
う

一
人
の
武
将
が

い
た
。
別
名
を
俵

藤

太
と
言

い
、
平
将
門

を
討
ち
、
琵
琶
湖

の
龍
を
退
治

し
た
と
い
う
強

い
若
武
者

で
あ

っ
た
。
藤
太
は
時

の
帝

に
遣

わ
さ
れ

て
遠
く
こ
の
地
に
や

っ
て
来
た
。
二
上

の
神
が
人
々
を
嘆
き
悲
し
ま
せ
て
い
る
た
め
に

「退
治

せ
よ
」

と
の
命

を
受
け
て
い
た
。
藤
太
は
娘

の
着
物
を
借

り
る
と
身
替
り
と
な

っ
て
輿

に
乗
り
込
み
、
ま
な

い
た
橋

へ
と
向
か

っ
た
。

一
陣

の
風
は
、
輿
も
ろ
と
も
藤
太
を
二
上
山

へ
と
運
ん
だ
。
藤
太

は
、
悪

王
子
と
に
ら
み
あ
う
こ
と
三
日
三
晩
。
藤
太

の
す
さ
ま
じ
い
眼
力
に
負
け
た
悪
王
子
は

つ
い
に
本
身

を
表
し
た
。

そ
れ
は
二
上
山
を
七
回
り
半
も
す
る
ほ
ど

の
巨
大
な
蛇
だ

っ
た

の
で
あ
る
。
藤
太
は
、

一15



ね
ら

い
を
定
め
る
と

ハ
ッ
シ
!

ハ
ッ
シ
!
と
得
意

の
弓

が
流
れ
出
し
、
そ

の
真

っ
赤
な
血

は
火
よ
り
も
熱
く
煮

え
た
ぎ
り
、

二
上
山

の
木
や
土
を
焼
き
焦
が

し
て
流

れ

落
ち
た
。

こ
の
大
蛇

の
血

の
流

れ
た
あ
と
が
今

の
登
山

の
御
前

の
祠
に

「悪
王
子
」
と
し
て
封
じ
込
め
ら
れ
、

こ
れ
を
見
張
る
よ
う
に
し
て
山
頂

の
奥

の
御
前
に
は
俵

6

藤

太

が

祀

ら

れ

て

い

る

と

い

う

。
」

(げ
喜

"＼＼≦
≦
≦
.日
自

o
筈

ρ
。
o
巨

昌

涛

ε
図
2

涛

ε
図
o
巳

一
・げ
一巨

)

宇奈 月町の欅平(け や きだいら)の 黒部川(著 者の写真)図9
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黒
部
川

く

ろ

べ

富
山
県

の
東
部

の
黒
部
川

は
黒
部
峡
谷
を
流

れ
、
富
山
湾

に
注
ぐ
。
小
矢
部
川
と
同
様
に
、
奈
良
時
代

げ
ん
ぺ
い
じ
よ
う
す
い
き

の
記
録
は
な

い
が
、
鎌
倉
時
代
ま
た
は
南
北
朝
時
代
に
成
立
し
た

『
源
平
盛
衰
記
』

に
初
め
て
そ

の
名
を

現
す

(坂
井

一
ゆ
這
"
ω
黯
)
。

「部
」
＼げ
0＼
に

つ
い
て
は
上
述

の
通
り
で
あ
る
。
小
矢
部

の

「部
」
ま
0
＼
と
同
様
、
「黒
部
」
の

「部
」
ま
0＼

も

ア
イ
ヌ
語

の
b
g

「川
」
の
借
用
語
で
あ
る
に
違

い
な

い
。
勿
論
、
.「
黒
部
」
の

「黒
」
は
日
本
語

の

「黒

い
」
と
し
て
解
釈

で
き
る
。

こ
の
場
合

「黒
部
」
は
日
本
語

・
ア
イ

ヌ
語
の
混
成
語
と
な
る
。
そ

の
可
能

性
は
否
定

で
き
な

い
し
、
混
成
語
が
存
在
し
な

い
わ
け

で
は
な

い
が
、
地
名

に
は
比
較
的
少
な

い
。
で
は
、

別

の
可
能
性
を
考
え
て
み
よ
う
。

写
真

で
も
分

か
る
よ
う
に
、
黒
部
川
は
本
当
に

「黒

い
」
と
は
言
え
な

い
が
、

日
本

で

一
番
狭

い
谷
で

あ

る
黒
部
峡
谷
に
流
れ
る
黒
部
川
に
は
日
の
光
が
あ
ま
り
当
た
ら
な

い
。

「
黒
い
」
と

い
う
よ
り
は

「暗

い
」
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
ア
イ
ヌ
語
で
は

「黒

い
」
と

「暗

い
」
は
殆
ど

の
場
合
同
じ
言
葉

の
互
目
。

で
表
す
が
、
現
代

の
諸
方
言
で
は

「暗

い
」
は
通
常

。。⇒ぎ

目
⑦
で
あ
る

(。。貯
は

「天
気
」
)
。
ア
イ
ヌ
語

互
目
¢

は
先

に
も
指
摘

し
た
よ
う
に
、

ア
イ

ヌ
祖
語

詳
昏
〒
器

に
遡

る

(器

は
前
述

の
例
と
同
様

ア
イ

ヌ
語
の

一17一



繋

辞

で
あ

る
)
。

い
う

ま

で
も

な

く
、

日
本

語

の

「
黒

い
」

「暗

い
」

と

ア
イ

ヌ
祖

語

鱒
昏
〒
器

「黒

い
」

「
暗

い
」

が

単

な

る

偶

然

で

は
な

い
だ

ろ

う

と

い
う

こ
と

は

昔

か

ら

注

目

さ

れ

て

い
た

(
服

部

一
〇
ひ
毎

p
S
p
。。
)
。

服
部

氏

は

こ
れ

に

つ
い
て

「借

用
関

係

の
蓋

然

性

も
考

慮

に
入

れ

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
け

れ
ど

も
、

[…

]
親

族

関

係

に
起

因

す

る
類

似

で
あ

る
蓋

然

性

も
十

分
考

慮

に
入

れ

て
お
か

な

け

れ
ば

な
ら

な

い
」

と

の
考

え

を
示

さ
れ

た

が
、

こ
こ

で
言
う

借

用
関

係

は

日
本
語

か
ら

ア
イ

ヌ
語

へ
の
借

用
方

向

で
あ

り
、
そ
れ

が

一
般
的

見

地

で
も
あ

る
。
し

か
し
、
問

題
点

が

な

い
と

は

い
え
な

い
。
先

ず

、
日

本

語

の

「黒

い
」

と

「暗

い
」

は
語
源

的

に
別

々
な

言
葉

で
あ

っ
た

可
能

性

が
あ

る
事

が

挙
げ

ら

れ

る
。

第

二
音

節

の

母
音

の
違

い
だ

け

で
な

く
、

ア
ク

セ

ン
ト

の
違

い
も

あ

る
。

「
黒

い
」

は
日
本

祖

語

・
中

古

日
本

語

・
中

世
京

都

語

に
お

い
て
は
低

形
式

の

ア
ク

セ

ン
ト

で
、

「暗

い
」
は
高

形

式

の
ア
ク

セ

ン
ト

で
あ

る

(ζ
旦

言

一〇
。。
S

。。
P
伊

。。
ω
ω
)
。

首

里
方

言

で

は
、

ざ
逵
。。箇
Z

「
黒

い
」

は
短

母
音

を
持

っ
て

い
る

た

め

日
本

祖

語

で
は

有

声
破

裂

音

静
oq
圏

で
始

ま

る

幹
oq
霞
。

で
あ

る
が

、

「暗

い
」

の
祖

形

は

幹巨

蕁

で
あ

る

(<
。
≦
ロ

P
O
O
。。9
…

嵐
い
ーい
ひ
)
。

従

っ
て
、

ア

イ

ヌ
祖

語

管
互

〒
器

「黒

い
」

「暗

い
」

は

日
本

祖

語

静
σq
自
。

「
黒

い
」

と

日
本

祖

語

鱒
霞
9

「暗

い
」

の
両
方

と

同
時

に
関
係

を

持

て
な

い

こ
と

は
明

ら

か

に
な

る
。

ア
イ

ヌ
語

の
全

て

の
方

言

で
語
頭

に
頻
繁

に

現

れ
る

げ
-
は

ア
イ

ヌ
祖

語

の

疊
σq
ー
に
遡

る

(<
O
<
一⇔

一℃
℃
ω
…
P
い
ーD
O
)

と

い
う

私

の
仮

説

が

正

し
け

れ
ば
、

ア
イ

ヌ
祖

語

昶ざ

〒
口
。

は

日
本

祖

語

梼
o。
母
。

「
黒

い
」

に
何

の
関

係

も
な

い

事

に
な

る
が

、

日
本

祖

語

の

贈
5
§

「暗

い
」

と

は

関
係

が

あ

る
可

能
性

は
あ

る
。

し

か

し

、

よ

り
説

得
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力

が

あ

る
解

釈

の
方

法

が

あ

る
と

思

う

。

ア
イ

ヌ
祖

語

鱒
昏
〒
器

「
黒

い
」

「
暗

い
」

は
確

か

に

ア
イ

ヌ

語

の

惹

円
「
影
」

の
派
生

語

で
あ

る
た

め
、

ア
イ

ヌ
語

の

互
目

「影

」
と

日
本
祖

語

の

梼
巨

蕁

「暗

い
」

の

関
係

も
考

え

ら

れ

る

の
で
あ

る
。

多

く

の
ア
イ

ヌ
方

言

に

は
音
節

末

の

＼ミ

の
後

に
音

韻

的

で
な

く

、

音

声

的

な

[-巳

が

聞

こ
え

る
。

こ
の
点

を
考

慮

す

る
と

、

「黒
部

」

は
お

そ
ら

く

[犀
∈
ピ
ーげ
。畠
と

発
音

さ

れ

た

ア
イ

ヌ
語

の

ざ

円
b
9

「影

の
川
」
だ

っ
た
と

思
わ

れ

る
。
そ

の

オ
霞

b
9

「ざ
毎
む
o色

「影

の
川
」
に

「黒

部

」

が

当

て
字

と

し

て
使

わ
れ

、
当

て
字

の
影

響

で

[ざ
把
-げ
o
]
は

[ざ

δ
げ
。
]

「黒
部

」

に

な

っ
て
し
ま

っ

た

の
だ

ろ
う

。
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〈
普

通

名
詞

・
人
名

〉

こ
れ
ま
で
地
名
に

つ
い
て
見
て
き
た
が
、
地
名
だ
け
に
基
づ

い
た
証
拠
は
比
較
的
弱
く
、
東
北
以
南

で

ア
イ
ヌ
語
が
話
さ
れ
た

こ
と
を
示
す
に
は
、
他
の
証
拠
も
必
要

で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
証
拠

の

一
部
と
し
て

主
に

『
万
葉
集
』

の
東
国
歌
と
防

人
歌
に
見
ら
れ
る
若
干

の
特
別
な
言
葉
を
取
り
挙
げ
、

そ
れ
ら

の
語
源

が

ア
イ
ヌ
語
に
遡
る
と

い
う

こ
と
を
示
し
た

い
と
思
う
。



思

太

～

之

太

＼
。。
一、量

＼

「
時

」

　

思
太
～
之
太

＼巴
.量
＼

「時
」
と
い
う
言
葉
は

『
萬
葉
集
』

の
第
十
四
巻

(東
国
歌
)

に
七
回
と

『
萬
葉

集
』

の
第

二
十
巻

の
防

人
歌

に
二
回
出

て
く
る
が
、
上
代
中
央

日
本
語
に
は
見
ら
れ
な

い
。
『
萬
葉
集
』

の
中
に
現
れ
る
思
太
～
之
太

巨
.量
＼
「時
」
の
例

の
全
て
を
以
下
に
纏
め
る
。

萬

一
四

二
二
三
六
三

(相
模
国

の
歌
)

和
我
世
古
乎

夜
麻

登
敝
夜
利
弖

麻
都
之
太
須

安
思
我
良
夜
麻
乃

須
疑
乃
木
能
末
可

わ
が
せ
こ
を

や
ま
と

へ
や
り

て

ま

つ
し
だ
す

あ
し
が
ら
や
ま

の

す
ぎ

の
こ
の
ま
か

し
だ

我
が
背
子
を

大
和

へ
遣
り
て

待

つ
時
す

足
柄
山

の

杉

の
木

の
間
か

一20一

萬

一
四

・
三
四
六

一

(国
未
詳
)

安
是
登
伊
敝

可

佐
宿
尓
安
波
奈
久
尓

真

日
久
礼
弖

与
比
奈
波
許
奈
尓

安
家
奴
思
太
久
流

あ
ぜ
と
い

へ
か

さ
ね
に
あ
は
な
く
に

ま

ひ
く
れ

て

よ
ひ
な
は
こ
な
に

あ
け
の
し
だ
く
る

し
だ

 あ
ぜ
と
言

へ
か

さ
寝
に
逢
は
な
く
に

ま
日
暮
れ
て

夕
な

は
来
な

に

明
け

の
時
来
る



萬

一
四

・
三
四
七
八

(国
未
詳
)

等
保
斯
等
布

故
奈
乃
思
良
祢
尓

阿
抱
思
太
毛

安
波
乃
敝
思
太
毛

奈
尓
己
曽
与
佐
礼

　

と
ほ
し
と
ふ

こ
な

の
し
ら
ね
に

あ
ほ
し
だ
も

あ
は

の

へ
し
だ
も

な

に
こ
そ
よ
さ
れ

し
だ

し
だ

遠
し
と
ふ

故
奈

の
白
嶺

に

逢

ほ
時
も

逢

は
の

へ
時

も

汝
に
こ
そ
寄
さ
れ

萬

一
四

・
三
五

一
五

(国
未
詳
)

阿
我
於
毛
乃

和
須
礼
牟
之
太
波

久
尓
波
布
利

祢
尓
多
都
久
毛
乎

見
都
追
之
努
波
西

あ
が
お
も
の

わ
す
れ
む
し
だ

は

く
に
は
ふ
り

ね
に
た

つ
く
も
を

み

つ
つ
し
の
は
せ

し
だ

我
が
面

の

忘
れ
む
時

は

国
浴
り

嶺
に
立

つ
雲
を

見

つ
つ
偲

は
せ

21

萬

一
四

二
二
五
二
〇

(国
未
詳
)

於
毛
可
多
能

和
須
礼
牟
之
太
波

於
抱
野
呂
尓

多
奈
婢
久
君
母
乎

見
都
追
思
努
波
牟

お
も
か
た
の

わ
す
れ
む
し
だ
は

お
ほ
の
ろ
に

た
な
び
く
く
も
を

み
つ
つ
し
の
は
む

し
だ

 面
形

の

忘
れ
む
時
は

大
野
う
に

た
な
び
く
雲
を

見

つ
つ
偲

は
む

萬

一
四

・
三
五

三
三

(国

未

詳
)



比
登
乃
見
能

可
奈
思
家
之
太
波

波
麻
渚
杼
里

安
奈
由
牟
古
麻
能

乎
之
家

口
母
奈
思

ひ
と
の
こ
の

か
な
し
け
し
だ

は

は
ま
す
ど
り

あ
な
ゆ
む

こ
ま
の

を

し
け
く
も
な

し

し
だ

人

の
児

の

か
な
し
け
時

は

浜
渚
鳥

足
悩
む
駒

の

惜

し
け
く
も
な
し

ひ

た

ち

萬

二
〇

・
四
三
六
七

(常
陸
国

の
歌
)

阿
我
母
弖
能

和
須
例
母
之
太
波

都
久
波
尼
乎

布
利
佐
氣
美
都

々

伊
母
波
之
奴
波
尼

あ
が
も

て
の

わ
す
れ
も
し
だ

は

つ
く
は
ね
を

ふ
り
さ
け
み

つ
つ

い
も
は
し
ぬ
は
ね

し
だ

我
が
面

の

忘
れ
も
時

は

筑
波
嶺
を

振
り
放
け
見

つ
つ

妹
は
偲
は
ね

右

一
首
茨
城
郡
占
部
小
龍

右

の

一
首
、
茨
城
郡
の
占
部
小
龍

22

か
み
つ
け

萬

二
〇

・
四
四
〇
七

(
上
野
国

の
歌
)

比
奈
久
母
理

宇
須
比
乃
佐
可
乎

古
延
志
太
尓

伊
毛
賀
古
比
之
久

和
須
良
延
奴
加
母

ひ
な
く
も
り

う
す

ひ
の
さ
か
を

こ
え
し
だ

に

い
も
が
こ
ひ
し
く

わ
す
ら
え
ぬ
か
も

し
だ

 ひ
な
曇
り

碓
氷
の
坂
を

越
え
時
に

妹
が
恋
ひ
し
く

忘
ら
え
ぬ
か
も

右

一
首
他
田
部
子
磐
前
二
月
十
三
日
上
野
國
防
人
部
領
使
大
目
正
六
位
下
上
毛
野
君
駿
河
進
歌
數
十
二
首



但
拙
劣
歌
者

不
取
載
之

右

の

一
首
、
他

田
部

子
磐
前

二
月
二
十
三
日
に
上
野
国
防
人
部
領
使
大
目
正
六
位
下
上
毛
野
君
駿
河
が
進

る
歌

の
数
十
二
首
。
但
し
、
拙
劣

の
歌
は
取
り
載
せ
ず
。

先

に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
思
太
～
之
太

＼巴
.量
＼

「時
」
は
上
代
中
央

日
本
語
で
書
か
れ
た
萬
葉
集

の

部
分
に
は
現
れ
な

い
。
上
代
東
国
日
本
語
に
は
思
太
～
之
太

強
.9
＼

「時
」
だ
け
で
な
く
、
登
伎
～
等
伎

～
登
吉

＼δ
困
↓＼

「時
」
も
出
て
く
る
が
、
＼巴
。量
＼
と

＼δ
匡
＼
を
文
法
上

の
観
点
か
ら
見
る
と
、
使

い
方

に

違

い
が
あ
る
。
＼a
吋
↓＼

は
自
由
名
詞
で
、
殆
ど
の
場
合
自
立
し
て
出
る
か
他

の
名
詞

の
後

に
出
て
お
り
、

動
詞
の
連
体
形

の
後
に
出
る
例
は

一
度

し
か
な

い
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
＼巴
.量
＼
は
動
詞
と
形
容
詞

の
連

体
形

の
後

に
し
か
出

て
こ
な

い
。

ア
イ

ヌ
語
に
は
動
詞
に
続
く

ぼ

「時
」
と

い
う
不
自
由
名
詞
が
あ
り
、
殆
ど
の
場
合
、
所
格

の
助
詞

$

を
伴
な

っ
て
い
る
。

こ
の

年
雷

の
機
能

は
上
代
東
国
日
本
語
に
は
思
太
～
之
太

芭
.α
ミ

「時
」
と
全
く
同

じ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
動
詞

の
後
に
し
か
出
な

い
の
で
あ

る
。

た
と
え
ば
、
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。。
一壱

o
冨

①
巨

み
凶

さ

色

口
9
-≡

。。ξ

暖

か

い

時

-
所

格

一
人

称

-
遊

-
願

望



暖

か

い
時

に
遊

び
た

い
な

(中
川

・
中
本

一〇
〇
S

ω
。。
)

冨
巳

冨

ざ

も
o
冓

¢
匡
み
凶
《
`
犀
冨

互

涛
o
図
匹

冨
目
蕘

冨

困
〒
ざ
図
臨

わ

し

も

一
人
称

-
若

い

時

-
所
格

鹿

も

一
人
称

-
捕

る

熊

も

一
人
称

-
捕

る

わ

し
も

若

い
時

に
鹿

も
捕

っ
た
。

熊

も
捕

っ
た

(中

川

・
中
本

6
0
S

い
。。
)

ざ

逵
目
9
『
o
-≦
錚
Q。
巷
b
o
δ
-o
〒
巷

『
㊤
壱
9
巨
み
凶
冨

①苧
①8
『
雷

一ω9
0
≡

8
目
o
ヨ
図
o
≡
≦
①
器

車

一
人
称

-
乗

る

-
非
終

形

札

幌

-
場

所

-
方

向
格

一
人

称

-
行

く

(単
数

)

時

-
所
格

私

-
前

-
所
格

も

兎

道

横

切

る

名

詞

化
詞

繋

辞

車

に

乗

っ
て
札
幌

へ
行

っ
た
時

に

も
、

私

の
前

で
兎
が

道

を
横

切

っ
て

い

っ
た
わ

(中

川

・
中
本

這
℃
S

=
P
)ア

イ
ヌ
語

の
年

雷

は
音
声
的

に
は

＼ぼ
∪
ミ

～
＼ぼ
量
＼
で
あ
る
。

年

〉
甼

と

い
う
変
化
は
先
に
も
言

及
し
た
よ
う
に
、
日
本
語
に
だ
け
な
く
、
近
隣

の
諸
言
語
に
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
上
代
東
国

日
本
語
に

も
上
代
中
央
日
本
語

の
よ
う
に
、
単
な
る
有
声
破
裂
音

＼げ
＼Ψ
＼α
＼気
σq
＼
が
な
く
、
無
声
破
裂
音

＼冥

ミ
w
＼ζ

と
鼻
音
有
破
裂
音

＼ヨげ
＼気
.住
＼㌔

σq＼
し
か
な
か

っ
た
。
従

っ
て
、

ア
イ

ヌ
語

の
[O
]
～
[巳
が
上
代
東
国
日
本

語
に

丶
α
＼

と
し
て
借
用
さ
れ
た

の
は
自
然

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

ア
イ

ヌ
語

の
甲

蜜

「時
に
」
は
二

つ
の
形

態
素
か
ら
な

っ
て
い
る
と
説
明

で
き
る
が
、
上
代
東
国
日
本
語

の
思
太
～
之
太

邑
.量
＼

「時
」
は
日
本
語
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で
は
分
析
不
可
能
な

の
で
、
借
用
の
方
向

は
確
か
に

「
ア
イ

ヌ
語
か
ら
上
代
東
国
日
本
語

へ
」
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
思
太
～
之
太

＼巴
.量
＼

「時
」
が
見
ら
れ
る

『
萬
葉
集
』

の
東
国
歌

の
大
部
分
は

「国
未

詳
」
で
あ
る
が
、
一
首
だ
け

(萬

一
四

二
二
三
六
三
)
は
相
模
国

の
歌
と
あ
る
。
ま
た
、
思
太
～
之
太

芭
.量
＼

か
み
つ
け

「時
」
が
使
わ
れ

て
い
る

『
萬
葉
集
』
の
防
人
歌
は
二
首

し
か
な

い
が
、
詠

み
手
の
出
身
地
は
常
陸
国
と
上
野

か
み
つ
け

国
で
あ
る
。
従

っ
て
、
昔

は
相
模
国
、
常
陸
国
と
上
野
国

で
囲
ま
れ
る
三
角
形

の
領
土
に
は
ア
イ

ヌ
語
は

分
布
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

福

田
良
輔
氏
は
、
志
太

愈
.量
＼

「時
」
が

『
萬
葉
集
』

の
東
国
歌
と
防

人
歌
だ
け

で
は
な
く
、
肥
前
風

土
記
歌
謡
に
も
見
ら
れ
る
た
め
、
上
代
東
国
目
本
語
の
特
別
な
言
葉

で
は
な
く
、
上
代
中
央

日
本
語
と

「
純

粋
に
語
彙

関
係
に
あ

る
」

(福

田

一〇
ひ
い
…
お
ひ
)

と
の
考
え
を
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
肥
前
国
は
上
代

中
央
日
本
語
が
話
さ
れ

て
い
た
大
和

の
地
方

で
は
な
く
、
遠

い
筑
紫

の
西
北
に
あ
る
地
域

で
あ
る
。
更
に
、

『
萬
葉
集
』

の
東
国
歌

・
防
人
歌
と
肥
前
風
土
記
歌
謡
に
出
る
思
太
～
之
太
～
志
太

愈
.量
＼

「時
」
が
本

当
に
上
代
中
央

日
本
語
と
純
粋
に
語
彙

関
係
に
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ

こ
の
言
葉
は
上
代
中
央
日

本
語
で
書
か
れ

て
あ

る
文
献
に

一
度
も
す
が
た
を
現
さ
な

い
の
か
が
問
題

で
あ
る
。
特
に
、
上
代
中
央
日

本
語
で
書
か
れ

て
あ

る
文
献
は
肥
前
風
土
記
歌
謡

は
も
ち
ろ
ん
、
上
代
東
国
日
本
語
で
書
か
れ
て
あ

る
文

献

の
お
よ
そ
四
十
倍

の
量
が
あ
る
た
め
、
思
太
～
之
太
～
志
太

愈
.量
＼

「時
」
が
本
当
に
上
代
中
央

日
本

語

の
言
葉

で
あ
れ
ば
、
現
れ
な

い
理
由
が
説
明
で
き
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
志
太

愈
.量
＼

「時
」
が

25



出

て
く
る
肥
前
国

の
北
と
西
北
に
あ
る
松
浦
郡
の
肥
前
風
土
記
歌
謡
を
見
て
み
よ
う
。

志
努
波
羅
能

意
登
比
賣
能
古
素

佐
比
登
由
母

爲
禰
弖
牟
志
太
夜

伊
幣
爾
久
太
佐
牟

し
の
は
ら
の

お
と
ひ
め
の
こ
そ

さ
ひ
と
ゆ
も

ゐ
ね
て
む
し
だ
や

い
へ
に
く
だ
さ
む

し
の
は
ら

お
と
ひ
め

ひ

と

ゆ

ゐ

ね

し
だ

い
へ

く
だ

　
り

篠
原
の
弟
姫

の
子
そ

さ

一
夜
も

率
寝

て
む
時
や

家
に
下
さ
む

(風
歌
謡

一
一
)

こ
の
歌
が
完
璧
な
上
代
中
央
日
本
語
で
書
か
れ

て
い
な

い
こ
と
は

一
目
瞭
然

で
あ
る
。

こ
の
判
断
材
料

と
な
る
の
は
、
第

一
に
、

こ
の
歌

に
見
ら
れ
る

罷

「夜
」
は
上
代
中
央
日
本
語
で
は

図
ひ
で
あ
る
こ
と
。

第
二
に
、
上
代
中
央

日
本
語

の
係
助
詞

Q・α
～
Z
。。α

は

「素
」
＼。・ひ
＼
と
書
か
れ

て
あ

る
こ
と
。
第

三
に
、

上
代
中
央
日
本
語
で
は

「さ
」
と
い
う
接
頭
語
は
数
詞

の
前

に
は
現
れ
な

い

(<
O
<
一昌

P
O
O
い
げ
…
OQP
10QO
)

こ
と
。
第
四
に
、
上
代
中
央
日
本
語
に
は

「
く
だ
す
」
と

い
う
動
詞
の
信
頼

で
き
る
音
声
表
記
が
見
ら
れ

な

い
と

い
う
こ
と
。

以
上
四
点

に
上
代
中
央
日
本
語

の
文
献

に
は
見
ら
れ
な

い
志
太

巨
.審
＼

「時
」
が
使

わ
れ
て
い
る
事
実
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

こ
の
歌
は
や

は
り
上
代
中
央

日
本
語

で
は
な
く
、
上
代
肥
前
国

の
方
言

で
書

か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
だ
ろ
う
。

よ

っ
て
、
私

は
、
福

田
説
と
は
異
な
り
、
肥
前
風
十
記
歌
謡

に
出
て
く
る
志
太

愈
.量
＼

「時
」
は

『
萬

葉
集
』

の
東
国
歌
と
防
人
歌
に
見
ら
れ
る
思
太
～
之
太

巨
.9
＼

「時
」
と
同
様
、

ア
イ

ヌ
語
か
ら

の
借
用

一26一



語
に
ち
が

い
な

い
と
思
う
。

こ
こ
で
注

目
せ
ね
ば
な

ら
な

い
こ
と
は
、
上
代
肥
前
国

の
方
言

の
志
太

愈
.量
＼

「時
」
の
利
用
方
法
が
上
代
東
国
日
本
語
と
ア
イ

ヌ
語
と
同
様
、
動
詞

の
後
に
続
く
と

い
う
点

で
あ

る
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
昔
ア
イ
ヌ
語
は
東
北

・
関
東

・
中
部
だ
け
で
は
な
く
、
九
州

の
西
北
に
も
分
布
し

て
い
た
と
考
え

る
事
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
肥
前
風
土
記
歌
謡

に
は
そ
の
他

の
ア
イ
ヌ
語

の
使

用
例
が
見
ら
れ
な

い
の
で
、
私
説
を
証
明
す
る
た
め
に
、
も
う

一
つ
の
独
立
し
た
証
拠
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
次

に
も
う

一
つ
の
証
拠
を
見
て
み
よ
う
。た

か
く

『
肥
前
風
土
記
』

の
肥
前

国
の
東
南
に
あ

る
高
来
郡

の

『
肥
前
風
十
記
』

の
記
述
に
は
、
次

の
よ
う
な

一
節
が
あ

る
。

27

土
齒
池
俗
言
岸
爲
比
遲
波

0

ひ

ぢ

は

い
け

く
に
ひ
と

き
し

い

ひ

ぢ

は

な

-

 土
齒

の
池

俗

、
岸
を
言
ひ
て
比
遲
波
と
爲
す

(肥
前
風

四
三
〇

二
二
)

こ

の
記

述

に
よ

る

と
、

比
遲

波

「岸

」

は
肥
前

国

の
方

言

の
言
葉

に
違

い
な

い
。

通
常

、

こ

の

「
比
遲

波

」

は

＼b
ま

甘
ミ

と
読

ま

れ

る

(秋
本

一℃
い
。。
"
凸

O
)
。

澤

潟
久

孝

氏

(
6
ひ
S

。。
O
ひ
)

も
、

「
遲
」

は
常

に

＼.侮
ぐ

で
、
ミ

と

し
て
上

代

日
本

文
献

に

現
れ

る
事

は
な

い
と

し

て

い
る
。

し

か
し
、

こ
れ

に

は
問
題

点

が
な

い
と

は
言
え

な

い
。



『
萬
葉
集
』
に
は
、

「
遲
」

は
音
声
表
記

の
万
葉
仮
名
と
し
て
十
三
回
出
て
く
る
。

そ
の
内
、
十

一
回

は
確
か
に

≧
ぐ

で
あ
る
が
、
残
り
の
二
回
は
間
違

い
な
く

≧
＼

で
あ
る
。

そ
の
二
回
の
内
、

一
回
は
上

代
中
央

日
本
語

で
書

か
れ
て
あ
る
家
持

の
歌

の
中

に
あ
り
、
も
う

一
回
は
特
別
な
上
代
東
国
日
本
語
の
特

徴
が
現
れ
な
い
防
人
の
歌

の
中
に
あ
る
。

そ
れ
ら

二
首

の
歌
を
以
下
に
あ
げ

る
。

萬

一
九

・
四

一
六

一

(家
持

の
歌
)

言
等
波
奴

木
尚
春
開

秋
都
氣
婆

毛
美
知
遲
良
久
波

常
乎
奈
美
許
曽

こ
と
と
は
ぬ

き
す
ら
は
る
さ
き

あ
き
づ
け
ば

も
み
ち
ぢ
ら
く
は

つ
ね
を
な

み
こ
そ

言
問
は
ぬ

木
す
ら
春
咲
き

秋
付
け
ば

黄
葉
散
ら
く
は

常
を
な

み
こ
そ
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萬

二
〇

・
四
三
五
三

(防

人
の
歌
)

伊
倍
加
是
波

比
尓

々
々
布
氣
等

和
伎
母
古
賀

伊
倍
其
登
母
遲
弖

久
流
比
等
母
奈

之

い

へ
か
ぜ
は

ひ
に
ひ
に
ふ
け
ど

わ
ぎ
も

こ
が

い

へ
ご
と
も
ち
て

く
る
ひ
と
も
な
し

家
風
は

日
に
日
に
吹
け
ど

我
妹
子
が

家

言
持
ち

て

来
る
人
も
な
し

右

一
首
朝
夷

郡
上
丁
丸
子
連
大
歳

右

の

一
首
、
朝
夷
郡
の
上
丁
丸
子
連
大
歳



ま

た
、

大

野
晋

氏

(一
〇
い
ω
"
P
刈
O
)

に

よ

る
と
、

「遲

」

は

『
日
本

書
紀

』

の
万
葉

仮
名

で

は
常

に

＼.像
ぐ

で
は
な

く

、
≧
＼
で
あ

る

と

の
事

で
あ

る
。
し
か

し
、
森

博
達

氏

(
一〇
逡

…
P
O
。。
b

い
O
)
に
よ

る

と

、
「遲

」
註
＼

は
日
本

書
紀

歌

謡

に

し
か

見
ら

れ
ず

、

日
本

書
紀

訓

注

万
葉

仮

名

に

は
全

く

見
ら

れ
な

い
そ

う

で
あ

る
。

更

に
、

日
本

書

紀
歌

謡

に

見
ら

れ

る

「
遲
」
ミ

は
森

博

達

氏

の
後
期

中

世
中

国

語

に
基
づ

い
た

α
群

の

12

万
葉
仮
名
に
出

て
く
る
と
の
事
で
あ
る
。
以
下
に

「遲
」
≧
＼

が
出
て
く
る
日
本
書
紀
歌
謡

の
部
分
を
引

用
す

る
。

瀰
逗
佐
倍
母
理

儺
岐
曾
褒
遲
喩
倶
謀

柯
尋
比
謎
阿
婆
例

み
つ
さ

へ
も
り

な
き
そ
ほ
ち
ゆ
く
も

か
げ
ひ
め
あ
は
れ

13

水
さ

へ
盛
り

泣
き
濡
ち
行
く
も

影
媛
あ
は
れ

(紀
歌

九
四
)
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古

事

記
歌

謡

で

は

「遲

」

は

＼.傷
ぐ

を
表

す

が
、

『
古

事

記
』

に

「大

穴
牟

遲

」
と

表
記

さ

れ

て

い
る
神

名

(記

上

二
五

オ
九

、

二
五

ウ

六
、

二
六

オ

ニ
、

二

六
ウ

九

、

二

七
オ

三

・
五
、

二
九

ウ

九

)

は

『
風

土
記

』
で
は

「大
穴

六
道

」
＼O
勹
○

>
Z
>

目
9
ぐ
(土
佐

風
逸

四
九
九

・
九
)
或

い
は

「大
穴

持

」
＼O
噌
O
>
Z
>

目
α
ミ

(
出
雲

風

一
〇

二

"
五

、

一
〇

六

"

一
〇

・

一
二
、

一
〇

八

"
二

・

一
二
、

一

一
〇

"

一
、

一
二

六

"
四

・
七

、

一
六

六

二

二
、

エ

ハ
八

"
六
、

一
八
○

"
八

・

一
二
、

一
八

二

二

、

一
九

〇

二

四
、



二
〇

二

二

・
八

・

一
〇
、

二
〇

四

二

・
三
、

二
〇
人

"
四
、

二

一
六

二

・
五
、

二

二

〇

二

、

二

二
四

二

四
、

二
二
六

"
二

・
六
、

二
三
六

"
五

・
七

・
九
、

二
一二
八

"
九

、

二
四

二

…
五

、
伊

豫

風
逸

四

九

五

"
六
)
、

『
萬

葉

集
』

で
は
於

保
奈

牟

知

＼o
℃
o

蠧

日
三
ぐ

(萬

一
人

.
四

一
〇

六
)
、

そ

し

て

『
目

14

本

書
紀

』
で
は
於
褒

婀

娜

武
智

＼名
。
き
9
巨
昌
ぐ

(紀

一

・

一
四
)
と

表
記

さ

れ

て

い
る

の
で

、
『
古

事

記
』

の

「大

穴
牟

遅

」

も

静
O
勺
O

諺
Z
>

巨
目
.象

で

は
な

く
、

＼O
噌
○

諺
Z
>

目
二
↓ぐ
と

読

ま
ね

ば
な

ら
な

い
。

そ

し

て
、

万
葉

仮

名

の

「遲
」

は

鼻
音

有

声

子
音

が
あ

る

＼.鞋

の
音

節

の
み
な

ら
ず

、

無
声

子
音

が

あ

る

註
＼
の
音

節

も
表

す
事

が

で
き

る
。

従

っ
て
、
『
肥
前

風

土
記

』

の

「比
遲

波

」
を

＼冨
.象
嚏
＼

で

は
な
く

＼℃
↓ξ

9＼

と
読

む

可

能

性

も
あ

る

わ

け

で
あ

る
。

『
肥
前

風

土

記
』

の

言
↓喜

ミ

「岸

」

と

い
う

言
葉

は
、

他

の
上
代

日
本

語
文

献

に
も

、

中

古

日
本
語

文
献

に
も
、
現

代

日
本

方

言

に
も

見
ら

れ
な

い
。
し

か

し
、
ア

イ

ヌ
語

に
は

葱
号
9
～
冨
8
㊤
「岸

」

と

い
う
言

葉

が
あ

る
。

た

と
え

ば
、

幌

別
方

言

℃
σ号
9
、

帯

広
方

言

忌
8
9
、
美

幌

方

言

℃
。
8
9

「岸

」

(服

15

部

6

ひ
命

P
ま

)
、

旭

川

方

言

冨

言
笹

「
岸

」

(
一位
=
一QD
=

N
O
O
斜
"

P
い
ひ
)
、

釧

路

方

言

℃
。
8
9

「
岸

、

川

岸

」

(
山

本

P
O
O
舒

一
遷

)
、

樺

太

方

言

篦

8

蕁

「
寄

せ

波

が

砕

け

る

海

岸

の

部

分

」

(】)
。
訂

9
<
。
屋
窪

一
。。
q
い
"
p
い
一
)
、

16

千

島

(鳥

居
竜

蔵
資

料

)
b
。↓
。
冨
=

目
9
ざ

「岸

」

(服
部

一〇
ひ
井

曽
ひ
)
、

千
島

(ヴ

オ
ズ

ネ

セ

ン

ス
キ
イ

資

料

)
℃
o
。碧

「川

岸

」

(<
O<
一昌
一
〇
〇
ω
"
P
O
P
)

な
ど

が

そ
う

で
あ

る
。

ア
イ

ヌ
語

の

忌
号
9
～
℃
蜂
8

「岸

」

は
、
b
騨

「川

」

と

冨

～

$

「縁

」

の
合
成

語

で
あ

る
。

ア
イ

ヌ
語

の

冨

～

$

「
縁
」

は

、

ア
イ

ヌ
祖
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17

語

苦題
き

=
=

に
遡
る
。

ア
イ

ヌ
語

の
ぽ
壱
㊤
～
霊
8
錚

「岸
」
は
二

つ
の
形
態
素
か
ら
な
る
合
成
語
で

あ
る
が
、
『
肥
前
風
土
記
』
の

言
↓音

ミ

「岸
」
は
形
態
論
的
に
分
析

で
き
な

い
。
ま
た
、
ア
イ

ヌ
語

の
篦
号
9
～

霊
8
㊤
「
岸
」
は
北
海
道

の
方
言

に
も
、
樺
太

の
方

言
に
も
、
千
島

の
方

言
に
も
見
ら
れ
、
広
く
分
布

し

て
い
る
が
、
＼℃
↓9
㊤＼
「岸
」

は

『
肥
前
風
土
記
』
に
し
か
見
ら
れ
な

い
。
従

っ
て
、
借
用
方
向
は
ア
イ
ヌ

語
か
ら
上
代
肥
前
国

日
本
語

へ
し
か
あ
り
え
な

い
だ
ろ
う
。
最
後
に
、
日
琉
祖
語

の

㎡

と

甚
o
は
琉
球

祖
語

で
は
常
に
保
存
さ
れ
、
上
代
東
国
日
本
語

で
は
多
く

の
場
合
保
存
さ
れ
、
上
代
中
央
日
本
語

で
は
あ

る
条
件
下
以
外
に
お

い
て
殆
ど
の
場
合

ミ

と

＼ミ

に
な

っ
た

(服
部
四
郎

6
ま

》
一薯
。。
-這
)
(早
田

6
0
。。
)

(
ω
2

跳

目

6

遷

p

6

0
0
げ
b

O
O
。。
)
(
日

野

8

。
ω
)
(
≦

冒

冨

p
。
。
ω
げ
)
(
閔
邑

。
ω
≦
σ・
簿

乏

冥

ヨ

き

8

。
ム
b

8

。。
)
。

上

に
引
用

し
た

『
肥
前
風
土
記
』
の
風
歌
謡

一
一
に
見
ら
れ
る

罷

「夜
」
を
上
代
中
央

日
本
語

巻

「夜
」

(〈
日
琉
祖
語
・ぢ
)
と
比
較
す
る
と
、
上
代
肥
前
国
日
本
語
で
は
日
本
祖
語

梼。

〉
≧
＼

の
変
化
が
上
代

中
央
日
本
語
よ
り
進

ん
で
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
ま

〉
＼ぐ

の
変
化
を
示
す
デ
ー
タ
が
風
歌
謡

一
一
で
は

見
ら
れ
な

い
の
で
、

肥
前
風
十
記
逸
文
に
あ
る
風
歌
謡

一
九
を
見
て
み
よ
う
。
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阿
羅
礼
布
縷

耆
資
麼
加
多
壇
塢

嵯
峨
紫
彌
苫

區
縒
刀
理
我
泥
底

伊
母
我
堤
塢
刀
縷

あ
ら
れ
ふ
る

き
し
ま
が
た
け
を

さ
が
し
み
と

く
さ
と
り
か
ね
て

い
も
が
て
を
と
る

霰
降

る

き
し
ま
が
嶽
を

嶮
し
み
と

草
取
り
か
ね
て

妹
が
手
を
取
る

(風
歌
謡

一
九
)



こ
の
歌
も
前
に
挙
げ

た
風
歌
謡

一
一
同
様
、
完
璧
な
上
代
中
央
日
本
語
で
書
か
れ

て
い
な

い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
uu
。巳

o図
氏
が
示
し
た
よ
う
に
、
上
代
中
央

日
本
語
に
は
中
古

日
本
語
と
現

代
日
本
語

の

§

-
「取

る
」
に
対
応
す
る
完
全
に
異
な
る
二

つ
の
動
詞
が
あ

っ
た
。
そ

の

一
つ
は
、
甲
類

の
母
音

δ
＼
を
含
ん

で
い
た
上
代
中
央

日
本
語

δ
〒

「持

っ
て
い
る
、
支
え

る
、
採

る
」
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
乙
類

の
母
音

＼α
＼
を
含
ん
で
い
た
上
代
中
央

日
本
語

辟α
〒

「取
る
、
捕
る
、

つ
か
む
」
で
あ

っ

た

(U」
。
巳
⑦図
一
〇
ゆ
O
)
。
し
か
し
、
風
歌
謡

一
九
は
乙
類

の
母
音

δ
＼
を
含
ん
で
い
た
上
代
中
央
日
本
語

§

-

「
取
る
、
捕

る
、

つ
か
む
」
を
上
代
中
央
日
本
語

δ
〒

「持

っ
て
い
る
、
支
え
る
、
採
る
」
と
し
て
綴

っ

て
い
る
。

こ
の
現
象
と
、
前
に
言
及
し
た
風
歌
謡

一
一
で
乙
類

の
母
音

＼α
＼
を
含
む
上
代
中
央

日
本
語

の

係
助
詞

。。α
～
.N
α
が
甲
類

の
母
音

δ
＼
を
含
む

。・O
と
し
て
誤

っ
て
表
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
肥
前
上
代

日
本
語
に
は
甲
類

の
母
音

δ
＼
と
乙
類

の
母
音

＼α
＼
の
区
別
は
す

で
に
消
滅
し
て
い
た
事

が
明
ら
か
に
な
る
。

で
は
こ
こ
で
風
歌
謡

一
九
に
見
ら
れ
る
あ

る
言
葉
に
着

目
し
た
い
と
思
う
。
そ

の
言
葉
と
は

「
き
し
ま
」

で
あ
る
が
、

こ
れ
は
島

の
名
前

で
は
な
く
、
海
か
ら
大
分
離
れ
た
孤
立
し
た

(山
脈
に
属
し
な

い
)

肥
前

国

の
杵
島
郡

の
山

の
名
前

で
あ
る
。

し
か
し
、
風
歌
謡

一
九
が
入

っ
て
い
る

『
肥
前
風
土
記
』

の
逸
文
に

も
、
『
肥
前
風
土
記
』

の
本
文
に
も

「き
し
ま
」
は

「杵
島
」
と
し
て
書
か
れ
て
い
る

(
肥
前
風
四
〇
二

一32一



き

し

ま

"
六
、

肥
前
風
逸

五

一
五

二

こ

。

風
歌
謡

一
九

に
見
ら
れ
る

「耆
資
麼
」
と

『
肥
前
風
土
記
』

の
本

き

し
ま

き

し

ま

き

し
ま

文

・
逸

文

に
見

ら

れ

る

「杵

島

」
を

比

べ
る
と
、

「耆

資
麼

」

は
音

読

み

に
基

づ
く

書

き
方

で
、

「
杵
島

」

は
訓
読

み
に
基

づ

く
書

き
方

で
あ

る

こ
と
が

分

か

る
。

日
琉
祖

語

♂
o
ヨ
㊤

「島

」

(〉

百
済

語

。。。
日
9
、

中

世

韓

国

語

"。。閤
目

「島

」
)

は
上

代
中

央

日
本

語
同

様
、

肥
前

上
代

日
本

語

に
お

い
て
も

。。巨

卑

に
な

っ

た

た

め
、

上
代

肥
前

国

日
本

語

に

も

㎡

〉
ミ

と

い
う
変

化

が
す

で
に
起

こ

っ
て

い
た
と

い
う

結

論
を

出

す

事

が

で
き

る
。

従

っ
て
、

『
肥
前

風
土

記

』

の

＼b
蠧
葛
＼
「岸

」

は

鮪需
ε
冨

～

甚需
昌

9

「
岸

」

(〈
ア
イ

ヌ
祖

語

椨
℃
。雫
霤

畧
)

に
遡

れ

る

可
能
性

が
高

い
と
思

う
。

ま

た
、

も

し

『
肥
前

風

土
記

』

の

「比

遲
波

」

を

＼覧
、象
葛
＼

と

読

む
と

、

こ

の
論

文

の
初

め

に
言

及

し
た

ア
イ

ヌ
語

の

鱒
婁

冨
二

が

二
次
的

な

鼻
音

化

で

婁

、αq
9ユ

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

上
代

東

国

日
本

語
と

同
様

、
梼b
o8
冨

～
梼b
o喜

9
「
岸

」
が

二
次
的

な
鼻

音

化

で

＼蔑

9
忘
＼
に
な

っ
た
可

能
性

も

あ

る
と
思

う
。
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手

児

～
弖

胡

～
手

児
名

～

手
児
奈

～
弖
胡

奈

「愛

し

い
女

?

・
恋

人

?

・
少
女

?

・
固

有

名

詞

?
」

ご

て

ご

て

こ

な

て

こ

な

て

こ

な

て手
児
～
弖
胡
～
手
児

名
～
手
児
奈

～
弖
胡
奈

と

い
う
言
葉

も
意
味

が
確

か
で
は
な

い

(澤
潟

一
〇
ひ
S

ム
。。
P
)
が
、
固
有
名
詞

に
し

て
も
、

元
来

の
意
味
は
下
で
解
釈
す
る
。

こ
の
言
葉

は
上
代
中
央

日
本
語
で

書

い
て
あ
る

『
萬
葉
集
』

の
歌
に
も
東
国

の
歌
に
も
現
れ
る
が
、

下
に
引
用
す
る
萬
三

・
四
三

一
の
題
を



国

ご

「

胡」

＼
。

¢・
ひ
＼

こ

「

胡」
＼

δ＼

相
模

萬
一

四
・

三

三

六

五
、

萬
一

四
・

三

三

七
二

1ー

下
総

萬
一

四

∴
壬
二
八
四

「

-

上
野

萬
一

四
・

三

四

〇

三
、

萬
一

四
、

三

四

〇
三

I

I

武
蔵

萬
二

〇
・

四

四
一

七

■

■

国
未
詳

萬
一

四
・

三

四
五

九
、

萬
一

四
、

三

五

三

四
、

萬
一

四、

三

五

三

七

萬
一

四、

三

五

四
一

合
計

9

1

考
慮
す
る
と
、
上
代
東
国
日
本
語

の
言
葉
に
違

い
な

い
。
ま
た
、
萬

一
四

・
三
四
人
五
と
萬

一
四

・
三
五

四
〇
以
外

で
は
、
手
児
～
弖
胡
～
手
児
名
～
手
児
奈
～
弖
胡
奈

は
常
に

「麻
末

の
弖
胡
～
真
間

の
手
兒
名

は
に
し
な

い

し

ゐ

ま

ま

～
麻
末
乃
弖
胡
奈

」

「埴
科

の
石
井

の
手
児
」
或

い
は

「東
道

の
手
児
」
と

し
て
出

て
く
る
。

「真
間
」

は
に
し
な

と

い
う
地
名

は
現
代

の
千
葉
県
市
川
市
真

間

の
付
近

の
地

で
あ
り
、

「
埴
科
」
と

い
う
地
名
は
現
代

の
長

は
に
し
な

野
県

埴
科

郡

の
地

で
あ

り
、

「東
道

」

は
勿

論

「東

へ
行

く
道

」

「東

を

通

る
道

」

「
東

の
地

方
」

で
あ

る

(中

西

一〇
。。
い
H
占

。。
Ψ
ミ
9

斜
。。
い
)
。

い
ず

れ
に

し

て
も
、

関
東

と

中
部

の
地
名

で
あ

る
事

が

分

か

る
。

そ

し

て
、

こ

の
言
葉

の
読

み
方

で
あ

る
が

、

「
て

こ
～

て

こ
な

」

と
読

む
学

者

も

、

「
て
こ

～

て
こ

な

」

と
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読

む
学

者

も

い
る
。

た
だ

し
、

「
て
こ

～

て
こ

な

」

の
音

声

表

記

は

二
回

し

か
な

い
が
、

そ

の

二
回
と

も

二
番

目

の
音

節

を

表

記
す

る

の
に

「胡

」

を

使

っ
て

い
る
。

『
萬

葉

集

』

に

は
音

読

さ

れ

る

「胡

」

は

二

十

七

回
現

れ

る
。

そ

の
二
十

七

回

の
内

、

「
胡

」

は

二
十

四

回

は

明
ら

か

に

「ご

」
＼.σq
ひ
＼、

二
回

は
確

か

に

「
こ
」
涛
ひ
＼
で
あ

る
。
残

り

の

一
回

は
正
確

に
判
断

で
き
な

い
が

、
お
そ

ら
く

「ご
」
＼、σq
ひ
＼
で
あ

ろ
う
。

東

国

の
歌
と

防

人
歌

に

は

「胡
」

は

十
回

出

る
。

国
別

に

み

る

「ご

」

～

「
こ
」

の
統
計

は

表

の
通

り

で

あ

る
。

上

の
統

計

に
基

づ

き

判

断
す

る
と
、

「手

児
～

弖

胡

～

手
児

名

～

手
児

奈

～

弖

胡
奈

」

は

「
て

こ
～

て

こ
な
」

で
は
な

く
、

「
て
こ

～

て
こ
な

」

と
読

ん

で

い

い
だ

ろ

う
。

ま

た

、

「
て
こ

」

と

「
て
こ

な

」

の
違

い
を

考

え

る

と

、

「
て
こ

な

」

の

「
な
」

は
間

違

い
な

く

上

代

中

央

日
本

語

の
愛
称

接

尾

語

「
ら
」

に

対
応

す

る
上

代
東

国

日
本

語

の
愛

称
接

尾

語

「な
」

で
あ

る

こ
と

(<
o
<
一昌
P
O
O
い
σ
…
P
一P
ー
一ω
)

は
明

確

で
あ

る
。
従

っ
て
、

「
手
児

～

弖
胡

～

手
児

名
～

手
児

奈

～

弖
胡
奈

」

の
語

幹

は
確

か
に

「
て
こ

」

で
あ

る
が

、

そ

の
語

源

を
説

明

す

る
前

に
、

『
萬

葉

集
』

に
出

て
く

る

「手

児

～

弖
胡

～

手
児

名

～
手
児

奈

～

弖
胡
奈

」

の
例
を

全
部

見

て
み
よ

う
。

萬
三

・
四

一=

過
勝
鹿
真
間
娘
子
墓
時
山
部
宿
祢
赤
人
作
歌

一
首
并
短
歌

[東
俗
語
云
可
豆
思
賀
能
麻
末
乃
弖
胡
]勝
鹿
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の
真

間
の
娘
子
が
墓

に
過
る
時

に
、
山
部
宿
祢
赤

人
が
作
る
歌

一
首
并
せ
て
短
歌

[東

の
俗
語
に
云
ふ
、

か
つ

し
か

の
ま
ま
の
て
こ
]

古
昔

有
家
武
人
之

倭
文
幡
乃

帶
解
替
而

廬
屋
立

妻
問
為
家
武

勝
壮
鹿
乃

真
間
之
手
兒
名

之

奥
槨
乎

此
問
登
波
聞
杼

真
木
葉
哉

茂
有
良
武

松
之
根
也

遠
久
寸

言
耳
毛

名
耳
母
吾

者

不
可
忘

い
に
し

へ
に

あ
り
け
む
ひ
と
の

し

つ
は
た

の

お
び
と
き
か

へ
て

ふ
せ
や
た
て

つ
ま
ど
ひ
し
け

む

か

つ
し
か
の

ま
ま

の
て
こ
な
が

お
く

つ
き
を

こ
こ
と
は
き
け
ど

ま
き

の
は
や

し
げ

り
た

る
ら
む

ま

つ
が
ね
や

と
ほ
く
ひ
さ
し
き

こ
と

の
み
も

な

の
み
も
わ
れ
は

わ
す
ら
ゆ
ま
し
じ

古
に

あ
り
け
む
人

の

倭
文
機

の

帯
解
き
交

へ
て

廬
屋
建

て

妻
問
ひ
し
け
む

勝
鹿

の

真
間

の
手
児
名
が

奥

つ
城
を

こ
こ
と
は
聞
け
ど

真
木

の
葉
や

茂
り
た
る
ら
む

松
が
根
や

遠
く
久

し
き

言

の
み
も

名

の
み
も
我
は

忘
ら
ゆ
ま

し
じ

一36一

 

萬
三

・
四
三
二
反
歌

吾
毛
見
都

人
尓
毛
将
告

勝
壮
鹿
之

間

々
能
手
兒
名
之

奥
津
城
處

わ
れ
も
み

つ

ひ
と
に
も

つ
げ

む

か

つ
し
か
の

ま
ま

の
て
こ
な
が

お
く

つ
き
ど
こ
ろ

我
も
見

つ

人
に
も
告
げ
む

勝
鹿

の

真
間

の
手
児
名

が

奥

つ
城
所



萬
三

・
四
三
三

勝
壮
鹿
乃

真

々
乃
入
江
尓

打
靡

玉
藻
苅
兼

手
見
名
志
所
念

か

つ
し
か
の

ま
ま
の
い
り
え
に

う
ち
な
び
く

た
ま
も
か
り
け
む

て
こ
な
し
お
も
ほ
ゆ

勝
鹿

の

真
間

の
入
江
に

う
ち
な
び
く

玉
藻
刈
り
け
む

手
児
名

し
思
ほ
ゆ

萬
九

・
一
八
〇
七

詠
勝
鹿
真
間
娘
子
歌

一
首
并
短
歌

勝
鹿

の
真
間
娘
子
を
詠
む
歌

一
首
并
せ
て
短
歌

鷄
鳴

吾
妻
乃
國
尓

古
昔
尓

有
家
留
事
登

至
今

不
絶
言
來

勝
壮
鹿
乃

真
間
乃
手
兒
奈
我

麻
衣
尓

青
衿
著

直
佐
麻
乎

裳
者
織
服
而

髪
谷
母

掻
者
不
梳

履
乎
谷

不
著
雖
行

錦
綾
之

中
丹
膓
有

齋
見
毛

妹
尓
将
及
哉

望
月
之

満
有
面
輪
二

如
花

咲
而
立
有
者

夏
蟲
乃

入

火
之
如

水
門
入
尓

船
己
具
如
久

歸
香
具
礼

人
乃
言
時

幾
時
毛

不
生
物
呼

何
為
跡
歟

身

乎
田
名
知
而

浪
音
乃

驟
湊
之

奥
津
城
尓

妹
之
臥
勢
流

遠
代
尓

有
家
類
事
乎

昨
日
霜

将

見
我
其
登
毛

所
念
可
聞

と
り
が
な
く

あ
づ
ま
の
く
に
に

い
に
し

へ
に

あ
り
け
る
こ
と
と

い
ま
ま
で
に

た
え
ず
い
ひ
け

る

か
つ
し
か
の

ま
ま
の
て
こ
な
が

あ
さ
ぎ
ぬ
に

あ
を
き
く
び
つ
け

ひ
た
さ
を
を

も
に
は
お
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り
き
て

か
み
だ

に
も

か
き
は
け
づ
ら
ず

く

つ
を
だ
に

は
か
ず
ゆ
け
ど
も

し
き
あ
や

の

な
か

に

つ
つ
め
る

い
は
ひ
こ
も

い
も
に
し
か
め
や

も
ち
つ
き

の

た
れ
る
お
も
わ
に

は
な

の
ご
と

ゑ
み
て
た
て
れ
ば

な

つ
む
し

の

ひ
に
い
る
が
ご

と

み
な
と

い
り
に

ふ
ね
こ
ぐ
ご
と
く

ゆ
き
か

ぐ
れ

ひ
と
の
い
ふ
と
き

い
く
ば
く
も

い
け
ら
じ
も

の
を

な

に
す
と
か

み
を
た
な
し
り
て

な

み

の
お
と

の

さ
わ
く
み
な
と

の

お
く

つ
き
に

い
も
が
こ
や
せ
る

と

ほ
き
よ
に

あ
り
け
る
こ
と

を

き

の
ふ
し
も

み
け
む
が
ご
と
も

お
も
ほ
ゆ
る
か
も

鶏
が
鳴
く

東

の
国
に

古
に

あ
り
け
る
こ
と
と

今
ま
で
に

絶
え
ず
言
ひ
け
る

勝
鹿

の

真
間

の
手
児
名
が

麻
衣
に

青
き
衿
付
け

ひ
た
さ
麻
を

裳

に
は
織
り
着

て

髪
だ
に
も

掻

き
は
梳
ら

ず

沓
を
だ
に

は
か
ず
行
け
ど
も

錦
綾

の

中
に
包
め
る

斎

ひ
児
も

妹

に
及
か
め
や

望
月
の

足
れ
る
面
わ
に

花

の
ご
と

笑
み
て
立
て
れ
ば

夏
虫

の

火

に
入
る
が
ご
と

湊
入
り
に

舟
漕

ぐ
ご
と
く

行
き
か
ぐ
れ

人

の
言
ふ
時

い
く
ば
く

生
け
ら
じ
も

の
を

な

に
す
と
か

身
を
た
な

知
り
て

波

の
音

の

騒
く
湊

の

奥

つ
城
に

妹
が
臥
や

せ
る

遠
き
代

に

あ
り
け
る
こ
と
/
昨

日

し
/
見
け
む
が
ご
と
も

思
ほ
ゆ
る
か
も
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萬
九

・
一
八
○
八
反
歌

勝
壮
鹿
之

真
間
之
井
乎
見
者

立
平
之

水
檎
家
武

手
見
名
之
所
念



か

つ
し
か
の

ま
ま

の
ゐ
を
み
れ
ば

た
ち
な
ら
し

み
つ
く
ま
し
け
む

て
こ
な

し
お
も
ほ
ゆ

勝
鹿

の

真
間

の
井
を
見
れ
ば

立
ち
平
し

水
汲
ま
し
け
む

手
児
名
し
思

ほ
ゆ

し
も
ふ
さ

萬

一
四

二
壬
二
人
四

(下
総
国
の
歌
)

可
都
思
加
能

麻
末
能
手
見
奈
乎

麻
許
登
可
聞

和
礼
尓
余
須
等
布

麻
末
乃
弖
胡
奈
乎

か
つ
し
か
の

ま
ま
の
て
こ
な
を

ま
こ
と
か
も

わ
れ
に
よ
す
と
ふ

ま
ま
の
て
こ
な
を

葛
飾
の

真
間
の
手
児
名
を

真
か
も

我
に
寄
す
と
ふ

真
間
の
手
児
名
を

し
も
ふ
さ

萬

一
四

・
三
三
八
五

(
下
総
国

の
歌
)

可
豆
思
賀
能

麻
萬
能
手
兒
奈
我

安
里
之
可
婆

麻
末
乃
於
須
比
尓

奈
美
毛
登
杼
呂
尓

か
つ
し
か
の

ま
ま

の
て
こ
な
が

あ
り
し
か
ば

ま
ま

の
お
す

ひ
に

な
み
も
と
ど
ろ
に

葛
飾

の

真
間

の
手
児
名
が

あ
り
し
か
ば

真
間
の
お
す

ひ
に

波
も
と
ど
ろ
に

一39一

し

な

の

 萬

一
四

二
壬
二
九
八

(信
濃
国

の
歌
)

比
等
未
奈
乃

許
等
波
多
由
登
毛

波
尓
思
奈
能

伊
思
井
乃
手
兒
我

許
登
奈
多

延
曽
祢

ひ
と
み
な

の

こ
と
は
た
ゆ
と
も

は
に
し
な

の

い
し
ゐ
の
て
こ

が

こ
と
な
た
え
そ
ね



人
皆
の

言
は
絶
ゆ
と
も

埴
科
の

石
井
の
手
児
が

言
な
絶
え
そ
ね

萬

一
四

・
三
四
四

二

(国
未
詳
)

安
豆
麻
治
乃

手
兒
乃
欲
妣
左
賀

古
要
我
祢
弖

夜
麻
尓
可
祢
牟
毛

夜
杼
里
波
奈
之
尓

あ
づ
ま
ち

の

て
こ

の
よ
び
さ
か

こ
え
が
ね

て

や
ま
に
か
ね
む
も

や
ど
り
は
な

し
に

東
道

の

手
児

の
呼
坂

越
え
が
ね
て

山
に
か
寝
む
も

宿
り
は
な
し
に

萬

一
四

二
二
四
七
七

(国
未
詳
)

安
都
麻
道
乃

手
兒
乃
欲
婢
佐
可

古
要
弖
伊
奈
婆

安
礼
波
古
非
牟
奈

能
知
波
安
比
奴
登
母

あ
づ
ま
ち
の

て
こ

の
よ
び
さ
か

こ
え
て
い
な
ば

あ
れ
は
こ
ひ
む
な

の
ち
は
あ
ひ
ぬ
と
も

東
道
の

手
児

の
呼
坂

越
え
て
去
な
ば

我
は
恋
ひ
む
な

後
は
相
寝
と
も
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萬

一
四

・
三
四
人
五

(国
未
詳
)

都
流
伎
多
知

身
尓
素
布
伊
母
乎

等

里
見
我
祢

哭
乎
曽
奈
伎
都
流

手
見
尓
安
良
奈
久
尓

つ
る
ぎ
た
ち

み
に
そ
ふ
い
も
を

と
り
み
が
ね

ね
を
そ
な
き

つ
る

て
こ

に
あ
ら
な
く
に

剣
大

刀

身
に
添
ふ
妹
を

と
り
み
が
ね

音
を
そ
泣
き

つ
る

手
児
に
あ
ら
な
く
に



萬

一
四

・
三
五
四
〇

(国
未
詳
)

左
和
多
里
能

手
兒
尓
伊
由
伎
安
比

安
可
故
麻
我

安
我
伎
乎
波
夜
美

許
等
登
波
受
伎
奴

さ
わ
た
り
の

て
こ
に
い
ゆ
き
あ
ひ

あ
か
ご
ま
が

あ
が
き
を
は
や
み

こ
と
と
は
ず
き
ぬ

さ
わ
た
り
の

手
児
に
い
行
き
逢
ひ

赤
駒
が

足
掻
き
を
速
み

言
問
は
ず
来
ぬ

こ
こ
に
引
用
し
た
歌

の
後
半

の
萬

一
四

二
二
四
四
二
、
一
四

・
三
四
七
七
、
一
四

・
三
四
八
五
、
一
四

・

三
五
四
〇
を
見

る
と
、

「
て
こ
～

て
こ
な
」

の
最

も
可
能
性

の
高

い
意
味
は

「
少
女
」

で
は
な
く
、

「恋

人
」

で
あ
る
と
思
う
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、

二
種
の
音
声
表
記

の
例
で
あ

る

「弖

胡
」
と

「
弖
胡
奈
」
以
外
、
「
て
こ
」
は
音
声
表
記
が
顕
著
な
東
国

の
歌

に
は
常

に
漢
字
表
記
の

「手
児
」

と
し
て
書

か
れ
て
あ
る
。
な
ぜ

で
あ
ろ
・凱
か
。

て

こ

「手
児

」

を

「手

の
児

」

の
省

略

と

し
て

日
本

語

で
説
明

で
き

る
か

も

し
れ
な

い
が
、

と

す

る
と

お

か

し

い
点

が

あ

る
。

日
本

語

は
、

英

語
や

ド

イ

ツ

語

の
よ

う

に
、

「
手
」

と

「
腕
」

を

区

別
す

る
。
自

分

の

恋

人

は

言
う

ま

で
も

な
く

、

手

で
は
な

く

、
腕

で
抱

く

だ

ろ
う
。

そ
れ

に
対

し

て
、

ア

イ

ヌ

語

は
、

ロ
シ

ア
語

の
よ
う

に
、

「手

」

と

「腕

」
を

区

別

し
な

い
。

ア
イ

ヌ
語

で
は
、

「
手
」

と

「腕

」

の

両
方

を

な
困

と
呼

ん

で

い
る
。

そ

し

て
、

ア
イ

ヌ
語

に
は

、
o

「
入

れ

る
、

乗

せ

る
」

と

い
う

動

詞

が
あ

る
。

こ

の
よ

一41一



て

こ

う

に
考

え

る

と
、

「手
児

」

は

ア

イ

ヌ
語

8
犀
-o
[8

σq
6
]

「腕

に

入

れ

る
、

抱

く

」

と

解

釈

す

る

の
が

よ

い
と

思

わ

れ

る
。

先

に
も

何
度

か

言

及

し

た

よ
う

に

、

ア

イ

ヌ
語

の

[匿oq
占
は
上

代

日
本

語

の

[̀
、αq
冨]
に

な

る
。

ま

た

、

ア

イ

ヌ
語

8
『
O
「8
αq
6
」

「
腕

に
入

れ

る

[者

]
、

抱

く

[者

]
」

は

「恋

人
」

の
意
味

と
合

て

こ

致
す
る
。

「
手
児
」
が
上
代
東
国
日
本
語

の
言
葉

で
あ
る
こ
と
も

こ
の
分
析
を
強
く
支
持
す

る
と
考

え
て

も

い
い
だ
ろ
う
。

東
国
の
難
解
な
歌

東
歌

の
中
に
は
難
解
な
歌
が
少
な
く
な

い
。
次
に

一
つ
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

42

か
み
ふ
さ

 萬

一
四

二
壬
二
八
二

(
上
総
国
の
歌
)

宇
麻
具
多
能

祢
呂
乃
佐
左
葉
能

都
由
思
母
能

奴
礼
弖
和
伎
奈
婆

汝
者
故
布
婆
曽
母

う
ま
ぐ
た

の

ね
ろ

の
さ
さ
ば

の

つ
ゆ
し
も

の

ぬ
れ
て
わ
き
な
ば

な
は
こ
ふ
ば
そ
も

馬
来

田
の

嶺
ろ

の
笹
葉

の

露
霜

の

濡
れ
て
我
来
な
ば

汝
は
恋
ふ
ば
そ
も

こ
の
歌
で
は
特
に
最
後
の

「
こ
ふ
ば
そ
も
」
が
問
題
に
な
る
。
色

々
な
解
釈

の
仕
方
が
考
え
ら
れ
る
が
、



主
な
説
を
幾

つ
か
以
下
に
引
用
す

る
。

高
木
市
之
助

・
五
味
智
英

・
大

野
晋

の
説

"

馬
来

田
の

嶺

ろ
の
笹
葉

の

露
霜

の

濡
れ

て
わ
来
な
ば

汝

は
恋
ふ
ば

そ
も

恋
ふ
ば

「恋
し
く
思
う

か
ら
」

(恋
ふ
れ
ば

の
訛
)
、
そ
も

「
で
あ

る
よ
」
と
解
釈
す
る

(高
木

・
五
味

・

大
野

6
ひ
9
と
刈
)
。

小
島
憲

之

・
木

下

正
俊

・
佐

竹

昭
広

の
説

"

「恋

ふ
ば

そ
も

」

未
詳

で
あ

る

(
小
島

・
木

下

・
佐

竹

一
薯
ω
"
参
ひ
)
。

中

西
進

の
説

"

「恋

ふ
ば

」
未

詳
。

「恋

ヒ
ム
」

の
訛
り

か
。

「
そ
」

は
係

助
詞

。

「も

」

は
詠
嘆

(中

西

這

。。
一
"
P
い
O
)
。

澤

潟
久

孝

の
説

…

馬
来

田

の

嶺

ろ

の
笹
葉

の

露

霜

の

濡

れ

て
我
来

な
ば

汝

は
恋

ふ
ば

そ
も

汝

は
恋

ふ
ば

そ

も

「そ
な

た

は
私

に

恋
焦

が

れ

る

こ
と

よ
」

と
解

釈

す

る

(澤
潟

6
。。
ω
"
$

-ひ
ω
)
。
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水
島

義

治

の
説

…

汝

は
恋

ふ

ば

ぞ

も

「
お
前

は

一
人
切

な

く

私

を

恋

い
慕

う

こ
と

だ

ろ

う

な

あ
」
。

「
こ
ふ
ば

」

は

「
恋

ひ

む

」

の
訛

り

(水
島

6
。・
9

一
〇
い
6
刈
)
。

伊

藤

博

の
説

"

「恋

ふ
ば

ぞ
も

」

未

詳
。

文

脈

か
ら

推

し

て

「恋

ひ
む

ぞ

も
」

の
意

と
見

ら

れ

る
。

「
ぞ
も

」

は
強

調

、

詠

嘆

の
終

助

詞

(伊
藤

お
O
S

ω
鶤
)
。

佐
竹
昭
広

・
山
田
英
雄

・
工
藤
力
男

・
大
谷
雅
夫

・
山
崎
福
之

の
説

…

結
句

「
こ
ふ
ば
そ
も
」
意
味

不
明

(佐
竹
昭
広

・
山
田
英
雄

・
工
藤
力
男

・
大
谷
雅
夫

・
山
崎
福
之

P
O
O
P

ω
P
一
)
。
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佐
竹
昭
広
氏

・
山

田
英
雄
氏

・
工
藤
力
男
氏

・
大
谷
雅
夫
氏

・
山
崎
福
之
氏

の
説
以
外

の
解
釈

に
は
、

音
韻
学
と
文
法
上

の
観
点

か
ら
見
る
と
、
問
題
点
が
あ
る
と
思
う
。
先
ず
、
「恋
ひ
む
」

＼δ
覧
ヨ
ミ

〉
「恋

ふ
ば
」

＼犀
9
⊆
諺冨
＼

の
変

化
は
上
代
東
国
日
本
語
の
音
韻
学
上

で
不
可
能
で
あ
る
。
上
代
東
国
日
本
語
に

は

＼÷
＼
の
脱
落
も
な

い
た
め
、

「恋
ふ
ば
」

涛
9
g
ヨげ
p＼
を

「恋
ふ
れ
ば
」
と
し
て
説
明
す

る
事
は
で
き



な

い
。
上

代
中

央

日
本

語

「恋

ひ
ば

」

涛
9
覧
冨
＼
に

対
応

す

る
上
代

東

国

日
本

語

「恋

ふ
ば

」

＼ま
陰

、冨
＼

は
想

像

で
き

る

が
、

こ

の
歌

の
文
脈

を

見

る
と

、

あ

ま

り
意
味

を
な

さ

な

い
。

意
味

を
無

視

し
、

「恋

ふ

ば

」

涛
9

『
9
＼

を
動

詞

の
条

件
形

と

し

て
考

え

て
も
、

文

法
上

の
問

題

が
残

る
。

す

な

わ

ち

、
動

詞

の

未
然

形

+

「ば

」

の
後

に
続

く

係
助

詞

「
そ
～

ぞ
」

ま
た

は
係

助

詞

「そ

」
と

終

助
詞

「
も

」

と

の
結
合

で
あ

る

「
そ
も

」

が
問

題
な

の

で
あ

る
。

そ

の
よ
う

な
文

法
例

は
上
代

東

国

日
本

語
に

も
上

代

中
央

日
本

語

に

も
全

く

見
ら

れ
な

い

(<
O
<
一昌
P
O
O
O◎
げ
…
一
一◎Q
ひ
ーOQ
刈
)
。

特

に
解
釈

が

困
難

で
あ

る

「ば

そ

も
」

は

ア
イ

ヌ
語

の

梼
b
避

。・o
ヨ
o

「
行

か
な

い
」

で
あ

る
と

思
う

。

し
か

し
、
こ

の
解

釈

に

は

二

つ
の
問

題
点

が

あ

る
。
先
ず

、
現
代

ア
イ

ヌ
語

の
方

言

で

は
ア

イ

ヌ
語

冨
器

「行

く
」

は
単

数

動
詞

で
は
な

く
、

複
数

動

詞
な

の

で
あ

る
。

に
も

関
わ

ら
ず

、
驚

く

べ
き

事

に

ア
イ

ヌ

語

冨
器

「行

く
」
(〈
ア
イ

ヌ
祖

語

馨℃
麸
亠

(<
o
≦
昌
這
℃
ω
"
霞
斜
)
は
規

則
的

単

数

動
詞

の
接

尾

語

-①
〈
苦山

を

伴

っ
て

い
る
。

た
と

え
ば

、

ア
イ

ヌ
語

ぎ
嘗

口
亠

「立

ち

上
が

る
、

飛

ぶ

」

(単

数

)
、
ぎ

忌
〒
嚇

「立

ち

上

が

る
、
飛

ぶ
」

(複

数
)
、
財
o
畧

山

コ
戻
る
」

(単

数

)
、
げ
○
。。{℃
も
9

「戻

る
」

(複

数
)
、
冨

図
巳σ
〈

鱒
超
占

「を
折

る
」

(単

数

)
、

惹
零
冨

「を

折

る
」

(複

数
)
、
お
≦
占

く
幹
お
≦
占

「
を
曲
げ

る
」

(単

数

)
、

撤
芝
-冨

「
を
曲

げ

る
」

(複

数

)
な

ど

を
参
考

に

し

て
ほ
し

い
。

そ

し

て
、

現
代

ア
イ

ヌ
語
複

数

動
詞

嚇
器

「行

く

」
に
対

応
す

る
単

数

動

詞

は
北
海

道

の
沙

流
方

言

と
千

歳
方

言

で
は

い壱
㊤
で
、
他

の
方

言

で

は

o
日
ぎ

で
あ

る
。

い
ず

れ

も
新

し

い
発

展

の
結

果

で
あ

る

か
も

し
れ

な

い
。

も
う

一
つ
問

題
点

は

ア

イ

ヌ
語

の
否

45



定
助
詞

の。
目
。
の
位
置

で
あ

る
。
現
代
ア
イ

ヌ
方
言
で
は
否
定
助
詞

の

。・。
目
。
は
殆
ど
例
外
な
く
動
詞

の

18

後

で
は
な
く
、
動
詞

の
前
に
来
る
。

し
か
し
、

ア
イ
ヌ
語

の
よ
う
な

Q。
O
<

の
言
語
に
お

い
て
動
詞

の
前

に
否
定
助
詞
が
位
置
す
る

の
は
お
か
し

い
。
例
外
が
な
い
と
は
い
え
な

い
が

(た
と
え
ば
、
中
世
韓
国
語

も
同
じ
で
あ
る
)
、
非
常

に
珍
し

い
。
と

は
言
え
、

ア
イ

ヌ
祖
語

で
は
否
定
助
詞

の
位
置
が
動
詞

の
後
で

あ

っ
た
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
事

は
で
き
な

い
。
で
は
、
も
う

一
つ
の
説
明

の
方
法
を
見
て
み
よ
う
。

上
代

日
本
語
に
は
打
消
し

の
命
令

の
形
式

「な
1

動
詞
の
連
用
形
1

そ
」
以
外
に
、
打
消
し
は
常

に
動
詞

の
語
幹

の
後

に
出
る
た
め
、
上
代
東
国
日
本
語
の
借
用
語
に
な

っ
た
ア
イ

ヌ
語

の

。。。
目
o
は
日
本
語

の
よ

う
な
位
置
に
置
か
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

最
後
に

「恋
ふ
ば
そ
も
」

の

「恋
ふ
」
に
戻
ろ
う
。

こ
の

「
こ
ふ
」
は
実
際
終
止
形

の

「恋
ふ
」

で
は

な
く
、
上
代
中
央

日
本
語

の
連
用
形

「恋

ひ
」

涛
9
ぐ

に
対
応
す
る
上
代
東
国

日
本
語
の
連
用
形

「恋

ふ
」
で
あ
る
。
上
代
中
央

日
本
語
形
容
詞

「恋
ひ
し
」

＼ま
筥
。。ぐ
と
上
代
東
国

日
本
語

「恋
ふ
し
」

＼吋
9
琶

＼

(故
布
思
、
萬

一
四

二
二
四
七
六
)
も
参
照
。

上
述

の
点
を
考
慮
す
る
と
、
結
句

「汝

は
恋
ふ
ば

そ
も
」

の
意
味
は
完
全

に
明
ら
か
に
な
る
。

「お
前

は

「私
を
」
恋

い
慕

っ
て
、
行
か
な

い
」
と
な

る
。
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結

論

こ
の
論
文
で
は
ア
イ
ヌ
語
が
昔
、
東
北

の
み
な
ら
ず
、
関
東

・
中
部
と
西
北
九
州
に
も
分
布
し
て
い
た

事
を
示
す
色

々
な
証
拠
を
挙
げ
た
。
東
北
か
ら
九
州
ま
で
の
分
布

で
あ
る
か
ら
、
当
然
次

の
よ
う
な
疑
問

が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ

ア
イ

ヌ
語

の
名
残
は
関
西
と
中
国
地
方
に
は
見
ら
れ
な

い
の
だ

ろ
う
か
。
先

ず
、

ア
イ
ヌ
語
ら
し

い
地
名
は
関
西
に
も
存
在
す
る
と
思
う
が
、

こ
の
限
ら
れ
た
論
文
中

で
は
討
論
で
き

な

い
。
第

二
に
、
関
西
と
中
国
地
方

は
東
北

・
関
東

・
中
部
と
西
北
九
州
と
比
較
す
る
と
、

よ
り
長
く
大

和
の
支
配
下
に
あ

っ
た
。
従

っ
て
、
関
西
と
中
国
地
方
に
お
け
る
ア
イ

ヌ
語
が
周
囲

の
地
方

よ
り
早
く
消

え

て
し
ま

っ
た

の
は
不
思
議
で
な

い
。

最
後

に
、
本
文
中

で
取
り
挙
げ

た
歌
と

。。一.量

「時
」
が
示
す
よ
う

に
、
少
な
く
と
も
八
世
紀

の
半
ば

ま
で
関
東
地
方

で
は
日
本
語

・
ア
イ

ヌ
語

の
二
言
語
使
用
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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上
代

・
中
古
日
本
語
文
献
省
略

出
雲
風

『
出
雲
風
土
記
』
七
三
三
年

伊
豫
風
逸

『
伊
豫
風
土
記
逸
文
』
七
三
三
年

記

『
古
事
記
』
七

一
二
年

紀

『
日
本
書
紀
』
七
二
〇
年

紀
歌

『
日
本
書
紀
歌
謡
』
七
二
〇
年

古
今
集

『
古
今
和
歌
集
』
九
二

一
年

土
佐
風
逸

『
土
佐
風
土
記
逸
文
』
七
三
三
年

肥
前
風

『
肥
前
風
土
記
』
七
三
三
年

肥
前
風
逸

『
肥
前
風
土
記
逸
文
』

風
歌
謡

『
風
土
記
歌
謡
』
七
三
三
年

萬

『
萬
葉
集
』
七
五
九
年
以
後
七
八
五
年
以
前

*
『古
事
記
』
は

「古
事
記
大
成
」、
『
日
本
書
紀
』
は

「国
史
大
系
」、
そ
れ
以
外
は

「日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
拠
っ
た
。
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ぎ

件鉾

注1

北

海

道

教

育

大

学

旭

川

校

の
井

筒

勝

信

先

生

は

ア
イ

ヌ
語

へ
の
翻

訳

を

し

て
く

だ

さ

つ
た

。

感

謝

申

し
上

げ

る
。

2

標

準

語

で
も

＼げ
ぐ

は

よ

く

強
＼
と

発

音

さ

れ

る
。

た

と
え

ば

、
≧

δ
＼

「
人
」

〉

[簿

o
]
。

そ

の
音

声

変

化

は
多

く

の

日
本

方

言

だ

け

で

な

く

、

韓

国

語

の
方

言

に

も

ツ

ン
グ

ー

ス
諸

言

語

に

も

よ

く

見

ら

れ

る
。

ま

た

、

上

代

日

本

語

に

は

＼ミ

と

い
う

音

素

が

な

か

っ
た

こ

と

も

忘

れ

て

は
な

ら

な

い
。

3

と

こ
ろ

で
、
こ

の
反

映

は

母
音

の
間

に

出

る
上

代

日

本

語

の
無

声

破

裂

音

＼b
＼u
ミ
Ψ
ミ

は
有

声

破

裂

音

[げ
尸

[
色

"
[αq
]

と

し

て

発

音

さ

れ

た

と

い
う

=
9
日
き

。
と

昌
oq
9

の
仮

説

(}山
卑
【P
9
コ
O

P
O
O
O
)
、

(C
昌
oq
g

P
O
O
伊

P
O
O
い
)

に
対

す

る

も

う

一

つ
の
版
袵
鬣

す娩

田
濯

絡

輜

勤

仮
説

へ
の
他

の
反
証
に

つ
い
て

く
。<
一昌
(巴
Oいσ
"
ωS
ω。。
)
を
参
照
.

4

『
源

平

盛

衰

記

』

は

『
源

平
盛

衰

記

』

と

も

知

ら

れ

て

い
る

。

5

ア
イ

ヌ

語

o
冒
≦

吋
三
卑

「
は

こ

べ
」

は

U」
讐
9
①
δ
円
の
辞

典

に

も

o
巻

ロ
冠
蠧

と

し

て
記

録

さ

れ

て

あ

る

(
一
〇
P
ひ
"
ω
い
い
)

の
で

、

一
九

世

紀

の
北

海

道

方

言

に

も
あ

っ
た

ら

し

い
。

6

こ

の
伝

説

を

イ

ン
タ

ー

ネ

ッ
ト

で
探

し

出

し

て

く

れ

た
妻

の

石
崎

(ヴ

オ
ヴ

ィ

ン
)

賛

美

に
感

謝

を

表

す

。

一53一



7

『
萬

葉

集

』

の
第

十

四
巻

末

に

防

人

歌

が

十

二

首

も

集

め

ら

れ

て
あ

る

が
、

そ

の
内

に

は
思

太

～

之

太

＼ωぎ
量
＼

「時

」

と

い
う

言

葉

は

見

ら

れ

な

い
。

8

あ

は

の

へ

＼巷

-き
19

-誘

＼

「
逢

わ

な

か

っ
た

り

す

る

」

に
見

ら

れ

る

上

代

東

国

日
本

語

の
ーo
は

(
甲

類

の
-罵

と

し

て

書

か

れ

て

い
る

)

上

代

東

国

日

本

語

の
特

別

な

連

体

形

で
あ

る

ら

し

い
。

後

に

引

用

し

た

萬

二

〇

・
四

四

〇

七

の

こ

え

爵
身

-。
＼も

参

照

。

西

洋

の

言

語

学

者

の
大

部

分

は

上
代

以

前

日
本

語

(蔑
¢
6

匡

旨
巷
き

①
ωo
)

の
連

体

形

が

元
来

甲

類

の

＼O
＼

で

あ

っ
た

と

信

じ

て

い

る

(国
巴

8
≦
oq
"

。。
2
農

β

鬢
『
一巨

き

と

の
個

人
的

だ

話

し

合

い

に

よ

る

)
。

上

代

東

国

日
本

語

で
は

連

体

形

は

甲

類

の

δ
＼と

も

乙
類

の

＼o
＼

と

も

書

か

れ

て

い
る

が

、

上

代

東

国

日

本

語

で

は
甲

類

の

δ
＼
と

乙

類

の

＼α
＼
の
区

別

が

消

滅

し

た

た

め

、

そ

の

よ

う

な

混

合

し

た

書

か

れ

方

も

納

得

で

き

る

。

私

の
意

見

で

は

、

連

体

形

は

甲

類

の

δ
＼
よ

り

乙
類

の

＼α
＼
で

あ

っ
た

可
能

性

が

高

い

と

思

う

。

そ

の

一
つ
の

証

拠

と

し

て
、

上

代

中

央

日
本

語

の
繋

辞

の

昌
-
の
連

体

形

は

〒
α

で
あ

る

こ

と

が

挙

げ

ら

れ

る
。

上

に

言

及

し
た

上

代

東

国

日

本

語

に
現

れ

る

-o
の
連

体

形

は

も

う

一
つ
の
証

拠

で

あ

る

と

も

考

え

ら

れ

る
。

少

な

く

と

も

、

上

代

東

国

日

本

語

の

＼①＼

と

上

代

中

央

日
本

語

の

＼α
＼

の
間

に

何

か
密

接

な

関

係

が

あ

っ
た

ら

し

い
事

は

確

か

で
あ

ろ

う
。

た

と

え

ば

、

上

代

中

央

日

本

語

の

叶
欝

曾
α

「心

」

と

上

代

東

国

日
本

語

の

冨

犀
臼
o

(古

今

集

二

〇

・

一
〇

九

七

)

を
参

照
。

9

『
肥

前

風

土

記

歌

謡
』

の
引

用

は

(
秋

本

6
い
。。
)
に

よ

る

。
し

か

し
、
『
肥
前

風

土

記

歌

謡

』

の
番

号

は

(土

橋

一
〇
い
刈
)

に

よ

る
。

そ

し

て

、

万

葉

仮

名

の

「素

」

は

上

代

日
本

語

に

は

＼Z
。。α
＼

で

は
な

く
、

＼のひ
＼

で
あ

る

か
ら

、

仮

名

の
書

き

下

し

に

は
秋

本

の

「
ぞ

」

を

「
そ
」

に
変

え

た

。

10

『
肥
前

風

土

記

』

の
引

用

は

(
秋

本
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。
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。
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者の方々との貴重な交流を持つ事ができました。また、京都大学でも、田

窪行則先生にご尽力いただき、発表の機会をいただきました。その際には、

田窪先生 より色々なご指導を賜 りました。更に、か りまたしげひさ先生の

ご招待で、琉球大学の言語学学会において発表 とそれに続く特別な講演を

行 う機会 も頂きました。厚く感謝を申し上げます。そして、長年、私の支

持者であり協力者である長田俊樹先生の総合地球環境学研究所のゼミにも

ご招待いただき、学会での発表の機会をいただきました。私の今回の 日本

での滞在をかけがえの無い貴重なものにして下さった上述の先生方にこの

場をお借 りして感謝申し上げます。

日文研の豊富な資料に加え、外部か らも貴重な資料を入手する:事ができ

ま した。特に、CCC研 究所所長である崎谷満先生と北海道教育大学旭川

校の井筒勝信先生と手塚順孝先生にアイヌ語に関わる資料を多数いただき

ました。有難 うございました。

愛知大学の須田淳一先生との再会は大変楽 しかったです。また、学会に

属しない知 り合いの方々との再会も有意義でした。

末筆ながら、今回の滞在中、大変にお世話になりました日文研の皆様に

も、この場をお借 りしてお礼を申し上げたい と思います。特に、二度に亘

る日文研での滞在中、いつ も変わらず私を支持 して下 さった恩人の鈴木貞

美先生、私の万葉集の研究に関す る様々な質問に親切に答えて下さり、同

フォーラムの発表時に貴重なコメン トをして下さった光田和伸先生、そ し

て日文研における生活を色々な面から支えて下さった海外研究交流室の奥

野由樹子様、佐々木彩子様、小林和夫様、昔の学生で親友のジム ・バスキ

ン ド君など、皆様のご親切なご援助あってこその実り在 る滞在で した。

驫 継 レー幽 フ
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発表を終えて

時が経つのは早いもので、日文研フォーラムの発表を終えて、もう半年

以上になるとは信 じ難い事です。今回の発表を通して述べたかった事は次

の二点です。一点 目は、奈良時代以前の上代 日本におけるアイヌ語の分布

は通常考えられている範囲をはるかに超えた広い地域に渡っていた と思わ

れる事です。この点から、アイヌ人は、おそ らく日本列島の原住民であっ

たにちがいないと考えられます。そして二点 目は、アイヌ語が 日本語の影

響を受けた事は勿論ですが、アイヌ語からの日本語への影響も認められ る

べきだという:事です。発表では以上について歴史的言語学の立場から簡単

にご説明させていただきましたが、滞在中のカウンターパー トの光田和伸

先生のコメン トの助けもあり、発表後の質疑応答時には学者の方々だけで

なく、一般市民の皆様からも非常に興味深い貴重なコメントを多数いただ

きました。私の発表にお集ま りいただいた皆様に、改めて感謝の意を表 し

たいと思います。

さて、私の今回の日文研での研究プロジェク トは 「万葉集の英語の翻訳

と注釈」で したが、大勢の方々のご協力 をいただき、 「万葉集」の第十五

巻の翻訳 と注釈を完成 させる事ができました。 これは、私が今後引き続き

進めていく他の巻の翻訳 と注釈の基礎 となる内容 となっており、今年の四

月には英国のGlobalOriental社 より出版される予定です。

また、今回の日文研での滞在中には、私 自身の研究プロジェク トに携わ

る以外にも様々な貴重で有意義な経験をさせていただきました。まず、 日

文研主催の宇野隆夫先生 と王維坤先生の共同研究会に参加する機会をいた

だきました。同研究会では 日本古典に現れる剣 の名前 と 「ひれ」について

の発表をさせていただきました。この研究会を通 して 日本の有名な考古学
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日文研 フォーラム開催一覧

痾 年 月 日 発 表 者.テ ー マ 丶

⑪

9.11.ll

(1997)

KIMUchang

金 禹昌(高 麗大学校文科大学教授 ・日文研客員教授)
リヴィア・ モ ネ

LiviaMONNET

(モ ン トリ オ ー ル 大 学 準 教 授 ・日文 研 来 訪研 究 員)
カ ー ル・モ ス ク

CarlMOSK(ヴ ィ ク トリ ア大 学 教 授 ・日文 研 客 員 教 授)
ヤ ン ・ シ コ ラ

JanSYKORA(カ レル大学助教授 ・日文研客員助教授)
KinyaTSURUTA

鶴田 欣也

(ブリテイッシュコロンビア大学教授 ・日文研客員教授)

パネルディスカッション

「日本および日本人一外からのまなざし」

⑫
9.12.9

ジ ョ ナ ・サ ル ズ

JonahSALZ(龍 谷大学助教授)

「猿か ら尼 まで一狂言役者の修業」

103
10.1.13

(1998)

響G黼

(仁済大学校人文社会科学研究所教授 ・日文研客員教授)

「京都考見録:韓 国文化人類学者の経験:」

⑭
10.2.10 嘗 驪 奬(山 東大学教授 ・日文研客員教授)

「中世禅林の異端者一一休宗純 とその文学」

105
10.3.3

シュテファン・カ イ ザ ー

StefanKAISER(筑 波大学教授)

「和魂漢才、和魂洋才一語彙 ・表記に見 る日本文化の特性」

106
10.4.7

ス ミ エA.ジ ョー ン ズ

SumieA.JONES

(インディアナ大学教授 ・日文研客員教授)

「幽霊 と妖径の江戸文学」

107
10.5.19

リヴィア・ モ ネ

LiviaMONNET

(モン トリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)

「映画と文学の間に一金井美恵子の小説における映画的身体」

⑱

乂

10.6.9
SHIMAZAKIHh・oshi

島崎 博(レ スブリッジ大学教授 ・日文研客員教授)

「化粧 の文化地理」 ノノ



r
⑲

10.7.14

(1998)

窒・瑞(バ ッサー大学助教授 旧 文研来訪研獺)丶

「なぜ荘子の胡蝶は俳諧の世界に飛ぶのか
一 詩 的 イ メ ー ジ と し て の 典 故 一 」

ブ ル ー ノ・ リ ー ネ ル

10.9.8
BrunoRHYNER(チ ュ ー リ ッ ヒ大 学 講 師 ・ユ ン グ 派 精 神 分 析

110 家 ・日文研客員助教授)

「日本の教育がかかえる問題点」

ア ハ マ ド・ムハマ ド・ファトヒ ・モス タフ ァ

⑪
10.10.6

AhmedM.F.MOSTAFA

(カ イ ロ大 学 講 師 ・日文研 客 員助 教 授)

「『愛玩』一安岡章太郎の 『戦後』のはじまり」

ア リ ソ ン ・ ト キ タ

⑫
10.11.10

AlisonMcQUEEN-TOKITA

(モ ナ シュ大 学 助教 授 ・日文研 客 員 助教 授)

「「道行 き』と日本文化一芸能を中心に」

グ レ ン ・ フ ッ ク

10。12.8
GlennHOOK

ll3 (シェフィール ド大学教授 ・東京大学客員教授)

「地域主義の台頭 と東アジアにおける日本の役割」

DUQin

杜 勤

⑪
11.1.12

(1999)
(華東師範大学助教授 ・華東師範大学外国語学院

第2学 部副学部長 ・日文研客員助教授)

「「中』の シ ンボ リズ ム につ い て一 宇 宙 論 か らの ア プ ロ ー チ 」

シ ー ラ ・ ス ミ ス

11.2。9
SheilaSMITH

115 (ボス トン大学助教授 ・日文研客員助教授)

「日本の民主主義一沖縄か らの挑戦」

エ ドウ ィンA.ク ラ ン ス ト ン

⑯
ll.3.16

EdwinA.CRANSTON

(ハ ーバ ー ド大 学 教 授 ・日文 研 客 員 教 授)

「うたの色々:翻 訳は詩歌の詩化 または死化?」

ウ ィ リ ア ムJ.タ イ ラ ー

⑰
11.4.13

WilliamJ.TYLER

(オハ イ オ 州 立 大 学 助 教 授 ・日文研 客 員 助 教 授)

「石川淳著 『黄金傳説』その他の翻訳について」

迎
11.5.11

KIMJlKyun

金 知見(韓 国 ・仏教教育大学大学院長 ・日文研客員教授)

「内藤湖南先生の眞蹟一高麗太祖顕陵詩」 ノ



r

ll9
ll.6.8

(1999)

畆撤d簡i乙 丶
(モンテネグロ共和国政府民営化推進部外資担当課長 ・

日文研客員助教授)

「言葉いろいろ一 日本の言葉に反映された文化の特徴」

⑳
11.7.13

ちE三箕 ・i鐸1篭

(米国 ・ケ ドレン精神衛生センター箱庭療法 トレーニ ングコン

サルタント・日文研客員助教授)

「心理臨床の場に映った私生活の中の暴力 と社会の中の暴力」

⑪
11.9.7

SONGMin

宋 敏(韓 国 ・国民大学校文化大学学長 ・日文研客員教授)

「明治初期における朝鮮修信使の 日本見 聞」

⑫
ll.10.12

ジ ャ ン ーノ エ ル ・A.ロ ベ ー ル

Jean-NoelA.ROBERT

(フ ラ ン ス ・パ リ 国立 高 等 研 究 院 教 授 ・日文 研 客 員 教 授)

「二 十 一 世 紀 の 漢 文 一 死 語 の 将 来 一 」

⑱
11.11.16

ヴラデ ィス ラブ ・ニ カ ノ ロ ヴ ィ ッ チ ・ゴ レ グ リ ャ ー ド

VladislavNikanorovichGOREGLIAD

(ロ シ ア科 学 ア カ デ ミー 東 洋 学 研 究 所 サ ンク トペ テ ル ブ ル ク

支 部 極 東 部 長 ・日文 研 客 員教 授)

「鎖 国 時 代 の ロ シ ア に お け る 日本 水 夫 た ち」

⑭
11.12.14

X.JieYANG

楊 暁捷(カ ルガリー大学準教授 ・日文研客員助教授)

「鬼のいる光景一絵巻 『長谷雄草紙』を読む一」

⑮
12.1.11

(2000)

エ ミ リ ア ・ ガ デ レ ワ

EmiliaGADELEVA(日 文研中核的研究機関研究員)

「年末 ・年始の聖なる夜
一西欧と日本の年末 ・年始の行事の比較的研究」

⑱
12.2.8

LEEEungSoo

李 応寿(世 宗大学校副教授 ・日文研客員助教授)

「東アジア獅子舞の系譜一五色獅子を中心に一」

127
12.3.14

ア ン ナ ・マ リ ア ・ ト レ ー ン ハ ル ト

AnnaMariaTHRANHARDT

(デュッセル ドルフ大学教授 ・日文研客員教授)

「皇室 と日本赤十字社の始まり」

⑱

又

12.4.11

ペ ッ カ ・ コ ル ホ ネ ン

PekkaKORHONEN

(ユワスクラ大学教授 ・日文研客員助教授)

「アジアの西の境」 ノ



届 12.5.9

(2000)

豐 ・欝(国 立全献 学校副教授.畋 研客黝 鞭)丶

「五 ・七 ・五 、 日本 と韓 国」

ケ ネ スL.リ チ ャ ー ド

KennethL.RICHARD

⑳
12.6.13 (県立長崎シーボル ト大学教授 ・日文研客員教授)

「出島一長崎一 日本一世界 憧憬の旅

サ ダキチ ・ハル トマ ン(1867-1944)と 倉場 富三 郎(1871-1945)」

リ ュ ド ミ ラ ・ホ ロ ド ヴ ィ ッ チ

12.7.Il
LyudmilaHOLODOVICH

131 (ソフィア大学助教授 ・日文研客員助教授)

「お盆 と正教の五旬祭一比較的なアプローチー」

マ ー ク ・ メ リ

⑫
12.9.12 MarkMELI(日 文研外来研究員)

「『物のあはれ』とは何なのか」

リ チ ャ ー ド・ル ビ ン ジ ャ ー

12.10.10
RichardRUBINGER

133 (インディアナ大学教授 ・日文研客員教授)

「読み書 きできなかったのは誰か一明治の日本」

SHINYong-tae

⑭
12.11.14 辛 容泰

(東国大学校日本学研究所研究員・日文研客員教授)

「日本 語 の 「カゲ(光 ・蔭)』 外 一 日本 文 化 の ル ー ツ を探 る一 」

CAIDunda

12.12.12 蔡 敦達
135 (同済大学日本学研究所助教授 ・日文研客員助教授)

「中国文人が観た明治 日本一旅行記を読む一」

バ ル ト・ガ ー ン ズ

⑱
13.2.6

(2001)

BartGAENS(日 文研中核的研究機関研究員)

「長者の山一近世的経営の 日欧比較一」

ポ ー ル ・S.グ ロ ー ナ ー

13.3.6
PaulS.GRONER

137 (ヴァージニア大学教授 ・日文研客員教授)

「仏教の戒律 とは何か?」

⑱
13.4.10

LIZhuo

李 卓(南 開大学教授 ・日文研客員教授)

「中 日姓名の比較について一親族の血縁性 と社会性一」

エ ッ ケ ハ ル ト・ マ イ

⑲
13.5,8 EkkehardMAY

(フラ ンクフル ト大学教授 ・日文研 客員教授)

殴 「西洋における俳句の新 しい受容へ」 ノ



〆

⑩
13,6.12

(2001)

潔 撫(日 文研外国人研究員)丶

「中国現代建築の成立基盤一留日建築家 ・趙冬 日と人民大

会堂一」

ヘ ン リ ーD .ス ミ ス

13.7.10 HenryD.SMITH,H

141 (コロンビア大学教授 日文研外国人研究員)

「忠臣蔵再考一四十七士の三百年一」

ジ ョ ナ サ ンMオ ー ガ ス テ ィ ン

⑭
13.9.18 JonathanM.AUGUSTINE(日 文研外 来研究員)

「聖人伝 、高僧伝 と社会事業一古代 日本、 ヨーロ ッパ の高

僧 を中心 に一 」

ア レ ク サ ン ダ ー ・ ボ ビ ン

13.10.9 AlexanderVOVIN

143 (ハワイ大学準教授 ・日文研客員助教授)

「日韓上代言語域:神 と国と人と」

GUANWenNa

13.11.13 官 文娜(日 文研外国人研究員)
144 「日本社会における 『近親婚』 と中国の 『同姓不婚』との

比較」

チ グ サ キ ム ラ ス テ ィ ー ブ ン

13.12.ll
ChigusaKIMURA-STEVEN

145 (ニュー ジー ラン ド・カンタベリー大学準教授:・日文研外国人研究員)

「大庭みな子『三匹の蟹』:ミニスカー ト文化の中の女 と男」

⑯
14.1.15

(2002)

SHINChangHo

申 昌浩(日 文研中核的研究機関研究員)

「親 日仏教 と韓国社会」

マ シ ミ リ ア ー ノ ト マ シ

⑳
14.2.12

MassimilianoTOMASI

(ウ ェ ス タ ン ワ シ ン トン大 学 準 教 授 ・日文 研 外 国 人 研 究 員)

「近代詩における擬声語について」
JEONGHyeKyeong

鄭 惠卿
14.3.12

148 (世宗大学校人文科学大学副教授 ・日文研外国人研究員)

「日韓言語文化の比較一語る文化 と語 らぬ文化一」

マ ッ シ ュ ー フィリップ マ ッ ケ ル ウ ェ イ

14.4.9
MatthewPhilipMcKELWAY

149 (ニューヨーク大学助教授 ・日文研外国人研究員)

又 「初期洛中洛外図の人脈と武家作法一三条本を中心に一」 ノ



r
⑳

14.5.14

(2002)

塞驪劉 丶
(東西心理学研究所所長 ・日文研外国人研究員)

「禅心理学的生命観」

⑪
14.6.ll

LUYi

魯 義

(中国 ・北京外国問題研究会教授 ・日文研外国人研究員)

「中日関係と相互理解」

ア レクシア ボ ロ

14.7.9 AlexiaBORO
!52 (イタリア カ ・フォスカリ大学助手 ・日文研外国人研究員)

「建物 と権カー明治初期の東京の建築について」

YEEMiIim

⑱
14.9.10 李 美林

(日文研外国人研究員)

「近世後期 『美人風俗図』の絵画的特徴一 日韓比較一」

マ ル ク ス リ ュ ッ タ ー マ ン

14.10.8 MarkusRUTTERMANN
154 (日文研外国人研究員)

「伝 授 か ら伝統 へ一 中 ・近 世 日本 にお け る 『啓 蒙 』 の一・面 につ いて」

KIMMoonGil

⑮
14.1ユ.5

金 文吉

(韓国・釜山外国語大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「神代文字 と日本キ リス ト教一 国学運動と国字改良」

ス ー ザ ンL.バ ー ン ズ

14.12.10 SusanL.BURNS
156 (米 ・シカゴ大学準教授 ・日文研外国人研究員)

「問題化された身体一明治時代における医学 と文化」

デ ビ ッ トL.ハ ウ エ ル

15.1.14
DavidL.HOWELL

157
(2003) (米 ・プリンス トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)

「天保七年常州那珂湊敵討ち一件巓末」

ZhanXiaomei

15.2.18
戦 暁梅

158 (日文研研究機関研究員)

「隠逸山水 に秘め られた 『近代』一富岡鉄斎 を読む一」

リ チ ャ ー ドH.オ カ ダ

15.3.ll
RichardH.OKADA

159 (米 ・プリンス トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)

叉 「『母国語』 とは誰の言葉?:言 語 と国民国家」 ノ



r
⑳

15.4.8

(2003)

臨E輔 丘 丶
(カナダ ・セ ントメアリー大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「旧満州における戦前 日本の町づ くり活動」

PARIくJeonYull

15.5.20 朴 銓烈
161 (韓国中央大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「神々の使者に扮装する愉しみ一門付け儀礼の演劇性をめぐって一」

R旺亜MYongTack

15.6.10
林 容澤

162 (韓国 ・仁荷大学校副教授 ・日文研外国人研究員)

「詩の翻訳は可能か一金素雲訳 『朝鮮詩集』の場合一」

ボ イ カ エ リト ツ イ ゴ バ

15.7.8
BoykaElitTSIGOVA

163 (ブルガリア ・ソフィア大学準教授 ・日文研外国人研究員)

「ブルガリア人の 日本文化観一その理解 と日本文芸作品の翻訳をめぐって一」

イ ンゲ マ リ ア ダ ニ エ ル ズ

15.9.9
IngeMariaDANIELS

164 (ロイヤ ル ・カレ ッジ ・オブ ・アー ト客員 講 師 ・日文研 外来研 究員)

「現代住宅に見 られる日本人ど 『モノ』の関わり方」

WA鴎Cheng

⑯
15.10.14

王 成

(首都師範大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「阿部知二が描いた"北 京"」

CHENHui

⑯
15.11.11

陳 暉

(中国社会科学院亜太日本研究所研究員教授 ・日文研外国人研究員)

「明治教育家 成瀬仁蔵のアジアへの影響一家族改革をめぐって一」

エ フゲーニ ーS .バ ク シ ェ エ フ

15.12.9
EvgenyS.BAKSHEEV

167 (国立ロシア文化研究所研究員 ・日文研外国人研究員)

「人と神とが出会う場所 沖縄県宮古諸島の聖地 ・拝所一その構造と形態を中心として一」

MINJoosik

16.4.13 閔 周植
168

(2004) (韓国 ・嶺南大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「風流の東アジアー美を生 きる技法一」

コ ンス タ ン テ ィ ン ノ ミ コ ス ヴ ァ ポ リ ス

⑲
16.5.11

ConstantineNomikosVAPORIS

(米 国 ・メ リ ー ラ ン ド大 学 準 教 授 ・日文 研 外 国 人研 究 員)

乂 「参勤交代と日本の文化」 ノ



r
⑰

16.6.8

(2004)

響 聯 丶
(中国 ・東南大学教授 ・日文研外国人研究員)

「近代における日本、中国の文人 ・作家の自殺」

ヴィクター ヴィ ク トロヴ ィッチ リ ビ ン

⑪
16.7.13

VictorVictorovichRYBIN

(ロ シア ・サ ンク トペテ ルブル グ大 学助教授 ・日文研 外 国人研 究員)

「知られざる歌麿一 『百千鳥狂歌合はせ』の詩的、文法的分析」

ス コ ット ノ ー ス

16.9ユ4 ScottNORTH

172 (大阪大学大学院人間科学研究科助教授)

「セ ー ル ス マ ンの 死:サ ー ビ ス 残 業 ・湾 岸 戦 争 ・過 労 死 」

SEYin

16.10.19 色 音
173 (中国社会科学院民族研究所研究員 教授 ・日文研外国人研究員)

「シ ャー マ ニ ズ ム か ら見 た 〈日本 的 な る もの〉」

16.11.9 琴 鰹
174 (韓国 高麗大学校日語日文学科教授 ・日文研外国人研究員)

「明治期の外国人留学生 と文明開化」

ア レ クサ ン ダ ー マ ー シ ャ ル ヴ ィ ー シ ー

16.12.14
AlexanderMarshallVESEY

175 (米国 ス トーンヒル大学助教授 ・日文研外国人研 究員)

「近世村社会における仏教僧侶の村人との仲介役的役割」

ロ イ ア ン ソ ニ ー ス タ ー ズ

17.1.11
RoyAnthonySTARRS

176
(2005) (ニュージーランド オタゴ大学シニア ・レクチャラー ・日文研外国人研究員)

「国家主義者 としての三島由紀夫一戦後の原点」

マ ッ ツ ア ー ネ カ ー ル ソ ン

⑰
17.2.8

MatsArneKARLSSON

(ス トッ ク ホ ル ム大 学 助 教 授 ・日文 研 外 国 人 研 究 員)

「僕はこの暗合を無気味に思ひ_芥 川龍之介 『歯車』、ストリンドベリ、そして狂気」

WUYongmei

⑱
17.3.8 呉 咏梅

(北京 日本学研究センター専任講師 ・日文研外国人研究員)

「アジアにおけるメディア文化の交通一中国人大学生が見た日本のテレビドラマをめぐって一」

ノエ ル ジ ョ ン ピ ニ ン グ ト ン

⑩
17.4.12

NoelJohnPINNINGTON

(ア リゾ ナ 大 学 助 教 授 ・日文 研 外 国 人 研 究 員)

叉 「中世能楽論における 『道』の概念一能役者が歩むべ き 『道』丿ノ



r
17.5.10

濯 葡欟… 丶
180

(2005) (日文研外国人研究員)

「韓 国 現 代 史 と 日本 につ い て一1973年 か ら1988年 ま で一 」

17。6.14

イアン ジェー ムズ マ ク マ レ ン

IanJamesMCMULLEN

181 (オックスフォー ド大学ペ ンブロークカレッジ教授 ・日文研外 国人研究員)

「徳川時代の孔子祭」

CHUNGJaeJeong

17.7.12
鄭 在貞

⑱ (ソウル市立大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「韓 日につきまとう歴史の影 とその克服のための試み」

オ ギ ュ ス タ ン ベ ル ク

17.9.20
AugustinBERQUE

183 (フランス国立社会科学高等研究院教授 ・日文研外国人研究員)

「日本の住まいにおける風土性 と持続性」

NOSしmgHwan

17ユ0.11
魯 成煥

!84 (蔚山大学校人文大学日本語 日本学科教授 ・日文研究外来研究員)

「韓国から見た日本のお盆」

セ ル ゲ イ ラ プ チ ェ フ

17.11.16
SergeyLAPTEV

185 (マクシム ・ゴリキー文学学院助教授 ・日文研外国人研究員)

「考古学と文字 一古代 日本の漢字文化を中心に」

YOQNSangIn

17.12.20 尹 相仁
186 (漢陽大学校国際文化大学日本言語文化学科教授 ・日文研外国人研究員)

「〈日流〉の水脈一なぜ韓国の若者は日本の現代小説に惹かれるのか」

ア ン ドリ ュー ガ ー ス ト ル

18.1.10
AndrewGERSTLE

187
(2006) (ロンドン大学SOAS教 授 ・日文研外 国人研究員)

「女形の身体 を描 く一肉体表現 と流光斎 一」

ウ ィ リ ア ム パ ッ ク ブ レ ッ カ ー

18.2.21
WilliamPuckBRECHER

188 (南カリフォルニア大学助手 ・日文研外来研究員)

「郊外の隠遁への憧れ一江戸時代の郊外における美学的スペースー」

サ ー レ アーデ ル ァ ミ ン

18.3.14
SALEHAdelAmin

189 (カイロ大学文学部日本語学科専任講師 ・日文研外国人研究員)

殴 「『国語』 という神話 一日本とエジプトにおける言語 の近代化をめぐって 一丿ノ



r
⑨

18.4.18

(2006)

饗1韈 丶
(全南大学校人文大学副教授 ・日文研外国人研究員)

「玄界灘を渡った鬼のイメージーなぜ韓国のトケビは日本の鬼のイメージで語られるのか一」

CHOIParkKwang

18.5.16
崔 博光

ユ91 (成均館大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「京都 と文化表象 一18世紀朝鮮通信使の目か ら一」

LIUChunYing

18.6.13
劉 春英

192 (東北師範大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「『満州国』時代 『新京』に於ける日本人作家」

跚OUWeiHong

⑲
18.7.ll

周 維宏

(北京日本学研究センター教授 ・日文研外国人研究員)

「近代化 による農村の変貌 とその捉 え方につ いて 一中 日農村 を比較 して一」

ダ リ ア3ユ バ ン バ リ ー 元

⑭
ユ8.9.19

DaliaSVAMBARYTE

(リ トアニ ア ビ リニ ュ ス大 学 講 師 ・日文研 外 国人研 究 員)

「オ セ ア ニ ア の 島 々 の イ メ ー ジ 形 成 を め ぐ って 」

エ ドウ ィー ナ パ ー マ ー

⑮
18.10.10

EdwinaPALMER

(カ ン タベ リー 大 学 教 授 ・日文研 外 国 人研 究 員)

「ニュージーランドの学生が学ぶ 「日本」一高等教育の社会科カリキュラムを中心に一」

ヨ セ ブ キ ブ ル ッ

⑯
18.11.14 JosefA.KYBURZ

(フ ラ ンス 国 立 科 学 研 究 セ ン ター教 授 ・日文研 外 国 人研 究 員)
ふだ

「お札が語る日本人の神仏信仰」

ロ バ ー ト エ ス キ ル ド セ ン

18.12.13
RobertESKILDSEN

197 (日文研外国人研究員)

「異国船物語一江戸後期に描かれた船一」

プ ラ ッ ト ア ブ ラ ハ ム ジ ョ ー ジ

⑱
19.1.16

(2007)

PullattuAbrahamGEORGE

(ジャワハ ル ラル ネルー大学 日本 語学科 準教授 ・日文 研外 国人研究員)

「日印関係とインドにおける日本研究一宮沢賢治の菜食主義の思想一」
ステ ィリア ノス パ パ レ ク サ ン ド ロ プ ロ ス

19.2.13
StylianosPAPALEXANDROPOULOS

199 (アテネ大学神学部 準教授 日文研 外国人研究員)

又 「日本鐓 論一その思想史的殿 をめぐって一」 ノ



r

⑳
19.3.13

(2007)

嶐 霤窮 丶
(華東師範大学外国語学院日本語学部教授 ・日文研外国人研究員)

「楽しみの茶 と嗜みの茶一 中国から見た茶の湯文化一」

⑳
19.4.18

モ ハ メ ッ ド レ ザ サ ル カ ー ル ア ラ ニ

MohammadRezaSARKARARANI

(アラメ タバ タバ イ大学教育学部(イ ラン)助教授 ・日文研外 国人研究員)

「国 境 を越 えた 日本 の 学 校 文 化 」

202
19.5。16

ZHANGZheJun

張 哲俊

(北京師範大学文学院比較文学研究所教授 ・日文研外国人研究員)

「唐代文学における日本のイメージ」

⑳
19.6.13

チ ャワー リン サ ウ ェ ッ タ ナ ン

ChavalinSVETANANT

(チ ュ ラー ロ ン コー ン 大 学 専 任 講 師 ・日文 研 外 国 人 研 究 員)

「『気』の思想 ・『こころ』の文化一言語学からみた日本人とタイ人の心のあり方一」

⑳
19.7.25

シ ン シ ア ネ リ ザ ヤ ス

CynthiaNeriZAYAS

(フィリピン国立大学国際研究センター準教授 ・日文研外国人研究員)

「淡路島における災害 と記憶の文化一荒神信仰 を中心に一」

205
19.9.11

チ ャ ン テ ィ チ ュ ン トア ン

TRANThiChungToan

(ベ トナム国立ハノイ国家大学助教授 ・日文研外国人研究員)

「宮本常一の民俗誌 を通 して見た日本女性 と日本文化理解」

206
19.10.10

ペ イ ヒ ョ ン イル

PAIHyungIl

(カリフ ォルニ ア大 学サ ンタバ ーバ ラ校準教 授 ・日文研 外 国人研 究員)

「朝 鮮 旅 行 案 内書 に 見 る 日本 人 の ロマ ン」

207
19.11.14

KIMYoungCheol

金 榮哲

(漢陽大学校 日本言語文化学部教授:・日文研外国人研究員)

「遊興の 『花」としての理想一妓生 と遊女一」

⑳
19.12.12

WANGWeikun

王 維坤

(西北大学国際文化交流学院教授 ・副院長 ・日文研外国人研究員)

「中国出土の文物からみた中日古代文化交流史一和同開珎と井真成墓誌を中心として一」

209

殴

20.1.16

(2008)

ブライアン 小 野 坂 ル パ ー ト

BrianOnozakaRUPPERT

(イリノイ大 学東 ア ジア学科 ・宗 教学科准教 授 ・日文研 外 国人研 究員)

「戯悔 ・供 養 ●修 法 一 前 近 代 日本 仏 教 の心 を探 る一 」 ノ ノ



〆 磁i品。乙1S輸 入§Kヤ 丶
20.2.26

210
(2008)

(ミネソタ大学准教授 ・日文研外国人研究員)

「関西のジャズ喫茶文化」

グ ニ ラ リ ン ド バ ー グ ワ ダ

GunillaLINDBERG-WADA
20.3.18

211 (ス トックホルム大学主任教授 ・日文研外 国人研究員)

「北極から日本へ 一 スウェーデ ン探検隊が見た明治日本一」

ZHOUJIan

周 見
20.4.23

⑳ (中国社会科学院世界経済政治研究所教授・日文研外国人研究員)

「渋沢栄一と張謇 一 日中近代企業家 に関する一つの比較一」

KIMJeongHae

金 貞恵
20.5ユ4

213 (釜山外国語大学校教授 ・日文研外国人研究員)

「小説を通 してみたグローバル時代の在 日コリアン」

フ レ デ リ ッ ク ジ ラ ー ル

Fr6d6ricGIRARD
20.6.ll

214 (フランス国立極東学院教授 ・日文研外国人研究員)

「ヨーロッパ人の日本宗教へのアプローチーエミールギメと日本の僧侶神主との問答一」

ア レ キ サ ン ダ ー ヴ ォ ヴ ィ ン

AlexanderVOVIN
20.7,9

⑳ (ハワイ大学マノア校東洋言語文学部教授 ・日文研外国人研究員)

「萬葉集に見られる不思議な言葉と上代日本列島に於けるアイヌ語の分布」

KIMPilDong

金 弼東
20.9.11

⑳ (世明大学校日本語学科副教授 ・日文研外国人研究員)

韓国における日本研究が語るもの

WANGZhongchen

王 中忱
20.10,9

217 (清華大学人文社会科学院教授 ・日文研外国人研究員)

1930年 代の 『改造』における魯迅の日本越境

ジェームズ バ ス キ ン ド

JamesBASKIND
20.11.12

⑳ (日文研海外研究交流室プロジェク ト研究員)

日本における禅浄双修一黄檗宗を中心 として

ノ リ コ マ ナ ベ

NorikoMANABE
20.12ユ0

219 (ニューヨーク市立大学非常勤講師 ・日文研外来研究員)

叉 滌 ジャンルの翫 と変遷:童 謡 ヒ・プホ・プとげ エの飄 研勿



r 蟹 覯 、
220

21.1.16

(2009)
(日文研准教授)

志賀直哉の関西観

HUBaoHua

胡 宝華

221
21.2.17

(南開大学歴史学院准教授 ・日文研外国人研究員)

叉 内藤湖南の中国学界に与えた影響 丿

○は報告書既刊

なお、報告書の全文をホームページで見ることが出来ます。
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■ 日時

2008年7月9日(水)

午後2時 ～4時

■ 会場

キ ャンパスプラザ京都




	07253@001@foru_215_hyo_001
	07254@002@foru_215_hon_002
	07255@003@foru_215_hon_003
	07256@004@foru_215_hon_004
	07257@005@foru_215_hon_005
	07258@006@foru_215_hon_006
	07259@007@foru_215_hon_007
	07260@008@foru_215_hon_008
	07261@009@foru_215_hon_009
	07262@010@foru_215_hon_010
	07263@011@foru_215_hon_011
	07264@012@foru_215_hon_012
	07265@013@foru_215_hon_013
	07266@014@foru_215_hon_014
	07267@015@foru_215_hon_015
	07268@016@foru_215_hon_016
	07269@017@foru_215_hon_017
	07270@018@foru_215_hon_018
	07271@019@foru_215_hon_019
	07272@020@foru_215_hon_020
	07273@021@foru_215_hon_021
	07274@022@foru_215_hon_022
	07275@023@foru_215_hon_023
	07276@024@foru_215_hon_024
	07277@025@foru_215_hon_025
	07278@026@foru_215_hon_026
	07279@027@foru_215_hon_027
	07280@028@foru_215_hon_028
	07281@029@foru_215_hon_029
	07282@030@foru_215_hon_030
	07283@031@foru_215_hon_031
	07284@032@foru_215_hon_032
	07285@033@foru_215_hon_033
	07286@034@foru_215_hon_034
	07287@035@foru_215_hon_035
	07288@036@foru_215_hon_036
	07289@037@foru_215_hon_037
	07290@038@foru_215_hon_038
	07291@039@foru_215_hon_039
	07292@040@foru_215_hon_040
	07293@041@foru_215_hon_041
	07294@042@foru_215_hon_042
	07295@043@foru_215_hon_043
	07296@044@foru_215_hon_044
	07297@045@foru_215_hon_045
	07298@046@foru_215_hon_046
	07299@047@foru_215_hon_047
	07300@048@foru_215_hon_048
	07301@049@foru_215_hon_049
	07302@050@foru_215_hon_050
	07303@051@foru_215_hon_051
	07304@052@foru_215_hon_052
	07305@053@foru_215_hon_053
	07306@054@foru_215_hon_054
	07307@055@foru_215_hon_055
	07308@056@foru_215_hon_056
	07309@057@foru_215_hon_057
	07310@058@foru_215_hon_058
	07311@059@foru_215_hon_059
	07312@060@foru_215_hon_060
	07313@061@foru_215_hon_061
	07314@062@foru_215_hon_062
	07315@063@foru_215_hon_063
	07316@064@foru_215_hon_064
	07317@065@foru_215_hon_065
	07318@066@foru_215_hon_066
	07319@067@foru_215_hon_067
	07320@068@foru_215_hon_068
	07321@069@foru_215_hon_069
	07322@070@foru_215_hon_070
	07323@071@foru_215_hon_071
	07324@072@foru_215_hon_072
	07325@073@foru_215_hon_073
	07326@074@foru_215_hon_074
	07327@075@foru_215_hon_075
	07328@076@foru_215_hon_076
	07329@077@foru_215_hon_077
	07330@078@foru_215_hon_078
	07331@079@foru_215_hon_079
	07332@080@foru_215_ura_080
	07333@081@foru_215_seb_081

